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　上越妙高駅の東口に設置されているステンドグラスが、当市出身
の日本画家である故・柴田長俊さんによるものであることをご存じ
ですか。柴田さんはどんな人だったのか、故郷へどのような想いを
持っていたのか、小林古径記念美術館での「柴田長俊展」の開催に
合わせて紹介します。

小林古径記念美術館

伊藤 舞
まい

実
み

 学芸員

私
た
ち
の
生
活
に
溶
け
込
む
作
品
た
ち

　

故
郷
で
あ
る
上
越
市
で
は
、柴
田
さ
ん

が
手
が
け
た
作
品
を
数
多
く
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
。
上
越
妙
高
駅
や
高
田
駅
な
ど
５
つ

の
公
共
施
設
に
、今
も
す
て
き
な
作
品
が

据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の「
広
報
上
越
」も
、２
０
１
２（
平
成

24
）年
１
月
15
日
号
か
ら
２
０
２
２（
令
和

４
）年
12
月
号
ま
で
の
間
、柴
田
さ
ん
が
手

が
け
た
題
字
を
用
い
て
い
ま
し
た
。当
市

の
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た
雪
灯
り
の
イ
ベ

ン
ト「
灯
と
も
し
び

の
回
廊
」の
名
付
け
親
で
も
あ
り
、

デ
ザ
イ
ン
し
た
題
字
は
今
で
も
ポ
ス
タ
ー

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
祈
り
」に
対
す
る
想
い

　
幼
少
期
、
自
然
豊
か
な
上
越
で
暮
ら
し

た
経
験
は
柴
田
さ
ん
の
原
風
景
と
な
り
、

高
校
時
代
に
は
民
俗
学
者
・
柳や
な
ぎ

田だ

國く
に

男お

の

著
書
に
触
れ
、
民
俗
学
に
興
味
を
持
ち
ま

す
。
そ
の
後
15
回
に
も
わ
た
っ
て
世
界
中

を
旅
し
、
訪
れ
た
先
々
で
さ
ま
ざ
ま
な
信

仰
や
生
と
死
の
在
り
様
に
触
れ
る
中
で
、
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軽井沢の自宅兼アトリエにて（2013年５月２日齋藤亮一撮影）

❶故郷の原風景を描いた「久比岐
野十二景」より《寒月》。群青の空と
銀の満月が美しい　❷同じく「久
比岐野十二景」より《親鸞の海》。素
材の凹凸を雲や波に生かしている。
表面の細かい凹凸が繊細な白波を
うかがわせる　❸高田駅入口のス
テンドグラス「高田の四季」より

《桜》　❹柴田さんが手がけた「灯の
回廊」の題字と左下の「冬の上越市」

自
然
に
対
す
る
畏
敬
の
念
や
人
々
の
「
祈

り
」に
対
す
る
想
い
を
強
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
自
身
が
体
感
し
た
そ
れ
ら
を
表
現
し
、

人
に
伝
え
る
手
法
と
し
て
選
ん
だ
の
が
、

自
然
由
来
の
岩
絵
具
を
用
い
て
描
く
「
日

本
画
」
で
あ
り
、
教
会
な
ど
祈
り
の
場
で

目
に
し
た
「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

重
厚
さ
と
装
飾
性
が
”力
“を
増
す

　
柴
田
さ
ん
の
絵
画
作
品
は
、油
彩
画
に
も

見
え
る
ほ
ど
の
厚
い
塗
り
と
、印
象
強
い
装

飾
性
が
特
徴
的
で
す
。想
い
を
込
め
る
よ

う
に
、金
や
銀
、岩
絵
具
を
惜
し
み
な
く

用
い
、幾
重
に
も
色
を
重
ね
て
描
か
れ
た

作
品
か
ら
感
じ
ら
れ
る
重
厚
さ
は
、そ
の

前
を
素
通
り
で
き
な
い
ほ
ど
の
強
い
印
象

を
見
る
人
に
与
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、柴
田
さ
ん
が
こ
だ
わ
っ
た
の

が
、画
材
と
素
材
で
す
。例
え
ば
、ラ
ピ
ス

ラ
ズ
リ
や
ア
ズ
ラ
イ
ト
な
ど
の
鉱
物
を
砕

い
て
使
わ
れ
た「
群ぐ
ん
じ
ょ
う青

」色
の
岩
絵
具
は
、

間
近
で
見
る
と
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、絵
が

ま
と
う
神
秘
的
な
雰
囲
気
を
さ
ら
に
引
き

立
た
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、絵
の
下
地
と

な
る
板
に
紙
や
布
を
貼
ら
ず
に
直
接
色
を

塗
り
、あ
え
て
素
材
の
木
目
や
凹
凸
を
生

か
す
こ
と
で
立
体
感
や
質
感
を
表
現
し
て

い
ま
す
。

　
色
の
重
厚
さ
と
岩
絵
具
の
き
ら
め
き
に

よ
り
柴
田
さ
ん
の
作
品
か
ら
受
け
る
＂力＂

を
ぜ
ひ
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

西暦 年齢 上越市を中心とした主な出来事

1949 ０歳 ５月７日、現在の上越市西城町に生まれる。

1976 27歳

多摩美術大学大学院美術研究科日本画専攻
を修了。
第３回創画展で《ガンジス河》が創画会賞を
受賞（1983、1986も受賞）し、創画会会友
に推挙される。

1980 31歳 文化庁主催 第19回全国県展選抜展招待で
文部大臣賞を受賞。

1988 39歳 第15回創画展で創画会賞を受賞し、創画会
会員に推挙される。

1989 40歳 上越市で初の個展を開催（大
だい

和
わ

上越店）。

1991 42歳 旧上越観光物産センターのステンドグラス
をデザイン。

1992 43歳 上越市展の審査員に従事（〜1996）。

1994 45歳 雅子妃の森のモニュメントをデザイン。

1999 50歳 雁木通りプラザのステンドグラスをデザイン。

2001 52歳 上越市発足30周年記念事業として大和上
越店で個展を開催。

2002 53歳 高田駅のステンドグラスをデザイン。

2006 57歳 総合博物館で「柴田長俊展」を開催。

2008 59歳 城北中学校のステンドグラスをデザイン。

2011 62歳
上越市シティ・イメージ・アドバイザーを務
め、観桜会をはじめ、市の観光ポスターを
デザイン（〜2014）。

2013 64歳 ミュゼ雪小町オープン記念として個展を開催。

2015 66歳 上越妙高駅のステンドグラスをデザイン。

2022 72歳 １月28日死去。

●❶

●❷

●❸ ●❹
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の
気
持
ち
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

上
越
へ
の
想
い
と
「
明
る
い
雪
」

　
上
越
を
語
る
上
で
切
り
離
せ
な
い
の
は
、

雪
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
ま

ち
や
田
畑
が
一
面
雪
で
覆
わ
れ
る
景
色
を
見

て
い
た
の
で
、「
自
分
の
基
本
に
あ
る
の
は

雪
景
色
だ
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
雪
も
、

「
自
分
は
重
く
暗
い
イ
メ
ー
ジ
の
雪
で
は
な

く
、『
明
る
い
雪
』
を
描
き
た
い
。
暗
い
雪

雲
の
上
に
は
青
く
澄
ん
だ
空
が
広
が
っ
て
い

る
。そ
れ
を
表
現
し
た
い
ん
だ
」と
言
っ
て
、

そ
の
人
と
な
り

　
生
前
の
夫
を
思
い
起
こ
す
と
、
楽
し
そ
う

に
絵
を
描
い
て
い
た
印
象
が
あ
り
ま
す
ね
。

好
奇
心
が
旺
盛
で
、
誰
に
で
も
話
し
か
け
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
、
旅
先
で
知
り
合
っ

た
外
国
人
を
突
然
自
宅
に
招
く
な
ど
、
驚
か

さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
自
身
の
内
に
こ
も
っ
た
強
い
想

い
を
言
葉
で
う
ま
く
表
現
す
る
こ
と
は
苦
手

で
し
た
の
で
、
作
品
を
通
し
て
そ
の
想
い
を

人
に
伝
え
た
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

故
郷
の
心
象
風
景
と
「
祈
り
」　

　
夫
は「
祈
り
」を
追
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

人
の
想
い
＝
祈
り
に
、
自
分
の
気
持
ち
を
重

ね
て
い
く
。
そ
う
や
っ
て
描
い
て
い
ま
し
た
。

晩
年
は
山
を
多
く
描
い
て
い
ま
し
た
が
、人
々

が
信
仰
の
対
象
と
す
る
山
に
対
し
て
、
強
い

想
い
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
自

身
の
原
風
景
で
も
あ
る
妙
高
山
へ
の
畏
怖
の

念
は
強
く
、
ス
ケ
ッ
チ
も
た
く
さ
ん
残
っ
て

い
ま
す
。

　
故
郷
の
風
景
は
「
自
分
に
と
っ
て
忘
れ
ら

れ
な
い
景
色
」
で
あ
り
、「
そ
の
景
色
を
観

た
ま
さ
に
そ
の
と
き
、
自
分
は
何
か
大
き
な

も
の
に
祈
っ
て
い
た
ん
だ
と
思
う
」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。
妙
高
山
や
故
郷
の
風
景
を
描

い
た
作
品
に
は
、
上
越
へ
の
郷
愁
や
望
郷
の

想
い
と
と
も
に
、当
時
抱
い
て
い
た
「
祈
り
」

上／妙高山のスケッチ。リアルなものか
らラフなものまで多くのスケッチが残っ
ている　
右／柴田さんの実家は元呉服店であり、
気に入った端切れをコラージュに使って
いたそう。「私のストールが見当たらない
と思ったら、いつの間にかここに仲間入
りしてて・・・」と笑いながら話す法子さん

お話を伺った軽井沢のアトリエ。法子さんの後ろの棚にずらりと並ぶ岩絵具が圧巻。

Interview

柴田長俊さんの妻

柴田 法
のり

子
こ

 さん

夫
は
、
暗
く
て
重
た
い
雪
で
は
な
く
、

澄
ん
だ
空
と
雪
景
色
を
描
い
て
い
ま
し
た
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美術館
ホームページ

生涯を通じて「祈りの風景」を描いてきた柴田さんの日本画およびステン
ドグラス作品を展示し、柴田さんに内在する「祈りの心象」を紹介します。

▶︎と　き…６月23日㊐まで
▶︎ところ…小林古径記念美術館（高田城址公園内）
▶︎開　館…午前９時〜午後５時（４月１日㊊〜14日㊐は午後７時まで延長）
▶︎休　館…月曜日（祝日の場合は翌日）
　　　　　※観桜会期間、ゴールデンウイーク中は無休
▶︎入館料…一般510円、小・中高生260円（幼児、市内小・中学生は無料）
▶︎問合せ…小林古径記念美術館（☎︎025–523–8680）

学芸員によるギャラリートーク
　学芸員による解説を聴きながら、じっくり鑑賞しませんか。
▶︎と　き…４月27日㊏、５月25日㊏、６月８日㊏の午後１時30分〜

なつかしき表紙絵
玉井力三展 大塚いちお展 コレクション展

花にまつわる物語
７月６日㊏〜９月１日㊐ ９月14日㊏〜11月24日㊐ 12月７日㊏〜令和７年３月９日㊐

今
後
の

展
覧
会

澄
ん
だ
空
と
雪
景
色
を
描
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ア
ト
リ
エ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
題
字

の
デ
ザ
イ
ン
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
上
越
に
関
係
あ
る
も
の
で
す
。き
っ

と
、
故
郷
の
上
越
市
に
貢
献
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
強
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

こ
だ
わ
り
抜
い
た
色
と
素
材
　

　
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
が
根
底
に
あ
っ
た
夫

は
、「
岩
絵
具
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

大
き
な
作
品
に
は
大
量
の
絵
の
具
を
使
い
ま

す
し
、
ま
た
色
そ
の
も
の
へ
の
こ
だ
わ
り
も

強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
あ
る
と
き
か

ら
珊さ
ん
ご瑚

や
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
な
ど
の
鉱
物
を
自

ら
仕
入
れ
、
砕
く
と
こ
ろ
か
ら
創
作
を
始
め

て
い
ま
し
た
。
岩
絵
具
は
、
細
か
く
砕
く
ほ

ど
色
が
薄
く
な
り
ま
す
。
砕
い
た
鉱
物
な
ど

を
網
の
目
の
細
か
さ
が
異
な
る
ふ
る
い
に
か

け
て
、
粉
の
細
か
さ
ご
と
に
分
け
る
の
は
、

私
た
ち
家
族
の
仕
事
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

　
夫
は
絵
の
ほ
か
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
制

作
に
も
精
力
的
で
し
た
。
透
き
通
る
よ
う
な

色
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
日
の
光
が
差
し
て
偶
然
現

れ
る
色
や
光
の
見
え
方
な
ど
、
自
身
の
力
の

及
ば
な
い
も
の
（
＝
自
然
）
が
想
像
以
上
の

も
の
を
魅
せ
て
く
れ
る
こ
と
に
大
き
な
魅
力

を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

絵
を
描
く
た
め
に
使
用
す
る
板

や
絵
を
入
れ
る
額
の
装
飾
、
晩
年

に
多
く
制
作
し
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作

品
に
用
い
た
素
材
は
、
あ
え
て
人

が
作
っ
た
も
の
や
使
っ
た
も
の
を

用
い
て
い
ま
し
た
。
人
が
関
わ
り
、

人
の
思
い
出
が
あ
る
も
の
を
使
う

こ
と
で
、「
人
の
想
い
」
を
作
品

に
込
め
た
か
っ
た
よ
う
で
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
へ

　

ぜ
ひ
、
今
回
の
企
画
展
で
、
夫

が
作
品
に
込
め
た
「
祈
り
」
や
故

郷
に
対
す
る
想
い
を
感
じ
取
っ
て

も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

上／柴田さんがデザイン
した題字などの図案。ほ
とんどが上越市に関わる
ものであることが分かる
左／鮮やかな赤色に使わ
れる珊瑚。旅先で良いと
思ったものを仕入れてい
たそう
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令和6年能登半島地震の被災者に向けた各種支援策

■被災者住宅修理支援（１億円）
　災害救助法などに基づく住宅応急修理制度の対
象とならない被災住宅の修理を支援します。

■被災家屋などの公費解体（２億2,800万円）
　半壊以上の被害を受けた家屋などを対象として
市が解体を実施します。

■被災者生活再建支援金（2,200万円）
　居住する住宅が半壊以上（床上浸水含む）の被害
を受けた人を対象に、支援金を支給します。

■避難行動要支援者の避難支援（100万円）
　災害時に支援が必要な高齢者などの確実な避難
体制を確保するため、町内会による個別避難計画
の作成などを支援します。

■防災資機材整備の補助（2,060万円）
　町内会や自主防災組織を対象に、災害時の避難
や訓練に必要な防災資機材の購入を支援します。

R６

R６

R６R５

R５

R５

R５

R６

令和５年度既決予算、補正予算で実施

令和６年度当初予算で実施

■木造住宅耐震化支援（3,197万円）
　地震による住宅倒壊から市民の生命と財産を守
るため、木造住宅の耐震診断および耐震化への支
援をします。

■被災した事業者の復旧・復興支援
（１億1,805万円） 　　

　被災した中小企業者などの工場や店舗、生産機
械などの復旧費支援のほか、販路開拓やにぎわい
創出を図るイベントなどの復興費を支援します。

■新潟県制度融資利用事業者への支援
（2,790万円）  　　　　

　県セーフティーネット資金および短期事業資金
を利用した事業者を対象に、信用保証料と借入利
子を補助します。

■農林水産施設などの復旧支援
（１億3,215万円）  　　　　

　農業用機械などの修繕、農地・農業用施設の復
旧、共同利用施設の修繕、林産施設などの復旧、漁
業施設などの復旧を支援します。

R５

R６R５

R６R５

令和６年度

当初予算
■問合せ…総合政策課、財政課（☎︎025-526-5111）

　令和６年度予算は、令和５年度補正予算と一体的に、15カ月予算として編成しました。
　急速に進む少子高齢化や人口減少に加えて、年始の令和６年能登半島地震のような自
然災害の頻発化・激甚化とともに、気候変動に適合した脱炭素社会への転換など、社会
経済環境の急激な変化に対応していくことができるよう、市民の生活の質を高め、
若者が帰ってきたくなるような、「暮らしやすく、希望あふれるまち上越」の
実現に向けた取り組みを確実に実行していきます。

※令和６年度予算は、令和６年第２回（３月）上越市議会定例会での議決をもって成立します。
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５つの基本目標に基づく主な取り組み

■特別支援学校の児童生徒に対する通学支援
（195万円）

　県立特別支援学校に通学する人に対する、福祉
有償運送やファミリーサポートセンター事業の利
用料金の助成を拡充します。

■成年後見制度を適切に利用するための中核機関の設置
（1,406万円）

　成年後見制度を必要とする人が制度を適切に利
用できる環境を整えるため、広報・啓発、相談をは
じめ、後見人の支援、関係機関のネットワークづ
くりなどを行う中核機関を設置します。

■「チームオレンジ」の整備（334万円）
　認知症の人や家族の困り事を支援につなぐ仕組
みである「チームオレンジ」の取り組みを強化し
ます。

■地域包括支援センターの機能強化
（３億1,399万円）

　新たに機能強化担当職員を配置し、介護予防や
自立支援の取り組みを強化するほか、「春日・有田
区」エリアを分割し、「春日区」エリアにセンター
を新設します。

基本目標１ 支え合い、生き生きと暮らせるまち

■防災行政情報伝達システムの整備（１億614万円）
　市民への迅速かつ確実な情報伝達手段を維持・
強化するため、新たなシステムを取り入れた、防
災行政情報伝達システムの整備に着手します。

■特定空き家などの減少に向けた取り組み（65万円）
　空き家対策を行うNPO法人と連携し、所有者
などとの面談をはじめ、空き家に関するさまざま
な課題を解決するための取り組みを実施します。

■北陸新幹線開業10周年記念イベント（200万円）
　令和７年３月の開業10周年に際して記念イベ
ントを実施し、駅周辺のにぎわい創出を図るとと
もに、市民などによる新幹線利用を促進します。

■予約型コミュニティバス実証運行（2,115万円）
　新たに浦川原区および大島区において、オンデ
マンド交通システムを活用した予約型コミュニ
ティバスの実証運行を実施します。

基本目標２ 安心安全、快適で開かれたまち

■地域外国人支援協力員の配置（271万円）
　頸城区などの外国人集住地域において、家族な
どと滞在する人のコミュニケーションを支援する
協力員を配置します。

■若者奨学金返還支援助成金の交付開始
（7,333万円）

　学生の大学などへの進学を後押しするとともに、
卒業後の市内在住を促進するため、若者の奨学金
の返還に対する助成を開始します。

■まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定（109万円）
　若者・子育て世代が希望をかなえることのでき
る環境を整えるため、若者などの意向を把握する
ための調査を行い、次期総合戦略を策定します。

■地域独自の予算事業の実施（１億2,627万円）
　地域の活動団体や地域協議会と、総合事務所や
まちづくりセンターが一緒になって話し合い、創
意工夫を重ねながら地域の実情に合った取り組み
を推進します。

基本目標３ 誰もが活躍できるまち

■道路舗装点検におけるAI診断の試行導入（194万円）
　市道の適切な
維持管理と点検
業務の効率化の
ため、舗装点検に
AI診断を試行導
入します。

■カーボンニュートラルガスの導入（517万円）
　65の公共施設に温室効果ガスの排出削減に資
するカーボンニュートラルガスを導入します。

■新築住宅への太陽光発電設備の導入支援
（450万円）

　Z
ゼ ッ チ
EH（家庭で使用するエネルギー収支を実質ゼ

ロ以下にする）住宅への太陽光発電設置に係る支
援制度を拡充します。
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■宿泊型産後ケアの実施（92万円）
　現行の訪問型や来所型に加え、新たに医療機関
などにおける宿泊型産後ケアを実施します。

■産前・産後ヘルパー利用上限時間拡充（194万円）
　育児負担が大きい多胎児の家庭に対して、妊産
婦の心身の健康を維持するため、利用時間を拡充
します。

■AI搭載型チャットシステムの導入
（574万円）※３月補正

　出産や子育てに関する問い合
わせに常時対応できるよう、AI
搭載型チャットシステムを導入
します。

■伴走型相談支援の新規相談窓口の開設（６万円）
　妊娠８カ月時の相談支援窓口について、これま
での体制に加え、新たにオーレンプラザこどもセ
ンターに開設します。

■子どもの学習・生活支援（725万円）
　所得の少ない世帯の子どもに対し、学習支援や
基本的な生活習慣の習得を支援します。

■フリースクールなどの利用支援（145万円）
　フリースクールなどの利用に係る経費の補助に
ついて、対象世帯の所得要件を緩和します。

■多様な個性を受け止める学びの場のあり方検討
（23万円）

　誰一人取り残されない学びの保障に向けて、学
びの多様化学校（いわゆる不登校特例校）の設置な
どを検討します。

■外国人などの児童生徒への教育支援（885万円）
　日本語支援が必要な児童生徒が特に多い学校に
日本語支援員を配置し、日本語指導や学校生活を
支援します。

■諏訪･戸野目小学校の統合、
　里公･上杉･美守小学校の統合（３億9,107万円）

※３月補正含む
　令和６年度末までに統合に必要な改修工事、整
備を完了するとともに、統合前から学校間の交流
を促進し、統合後の小学校への円滑な移行を推進
します。

■求人・求職トータルサポート事業
（3,526万円）※３月補正

　新卒学生、その他求職者と企業と募集ニーズを
マッチングするポータルサイトなどを構築・運用
します。

■IT人材の育成・確保（770万円）
　即戦力となるIT人材の育成と市内就労に向け
て、求職者などを対象としたリスキリングIT系講
座を開設します。

■大潟工業団地の整備（８億3,268万円）
　企業の事業拡大や持続的な成長・発展に向けて
大潟工業団地を整備します。

■通年観光の推進（8,661万円）
　春日山、直江津、高田において、地域の歴史や文
化を観光資源として磨き上げ、観光の活性化を図
るとともに、持続可能な地域資源として後世に伝
承するため、各種施策を実施します。

■首都圏における上越市の魅力発信（470万円）
　首都圏における当市の魅力発信や企業・団体と
のネットワークの強化に向け、都内のコワーキン
グスペースを活用してイベントの開催や交流の活
性化を推進します。

■ふるさと納税の取り組み推進（２億4,822万円）
※返礼品の調達費など
　当市の産品や資源の魅力を高め、地域の活性化
につなげるため、ふるさと納税を推進します。
※寄附金受領目標額＝５億円

■上越市産木材の地域内利用の促進（297万円）
　森林資源の循環利用の促進に向けて市内の製材
量や木材需要の増加を図るため、市産木材を公共
施設に利用します。

基本目標４ 魅力と活力があふれるまち

基本目標５ 次代を担うひとを育むまち
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※端数処理のため、合計と内訳が一致しない場合があります。

歳出
1,023億1,903万円

民生費（30.5％）
311億7,527万円

公債費（13.7％）
139億9,572万円

土木費（11.8％）
121億116万円

総務費（13.4％）
136億9,716万円

教育費（9.9％）
100億8,682万円

衛生費（8.6％）
87億5,364万円

農林水産業費（3.6％）
36億6,552万円

商工費（4.6％）
47億254万円

消防費（3.2％）
32億4,072万円

労働費（0.3％）
2億6,013万円

議会費ほか（0.6％）
6億4,030万円

自主
財源

  40.9%

依存
財源

  59.1%

市税（29.8%）
304億6,547万円

地方交付税（24.3%）
248億7,600万円

地方消費税交付金（4.9%）
50億3,060万円

繰入金ほか（3.3%）
33億7,670万円

県支出金（7.1%）
72億8,610万円

国庫支出金（10.9%）
111億370万円

市債（9.1%）
93億647万円

地方譲与税（1.1%）
10億7,700万円

■令和６年度当初予算の歳入・歳出内訳

諸収入（3.2%）
33億1,744万円

繰越金（2.9%）
30億円

使用料および手数料（1.6%）
16億3,878万円

歳入
1,023億1,903万円

法人事業税交付金ほか（1.8%）
18億4,075万円

※²　市が特定の事業を行う場合、その事業で得られる収入を財源とするため、一般会計とは別に経理を行う会計です。

■財政調整基金残高（市の貯金）の状況

■市債残高（市の借金）の状況

特別会計および事業会計予算（※²）　903億3,850万円（前年度比 0.7％増）

令和４年度末 令和５年度末（見込み） 令和６年度当初（編成時点）
75億9,859万円 56億4,106万円 53億4,948万円

区　分 令和４年度末 令和５年度末（見込み）令和６年度当初（見込み）
市債残高の状況 1,126億7,000万円 1,064億6,273万円 1,020億7,965万円

うち通常分 697億2,439万円 660億1,580万円 647億7,010万円
うち第三セクター等改革推進債を除く 667億1,405万円 650億6,518万円 641億3,635万円

特別会計名 予算額 前年度比
国 民 健 康 保 険 162億　685万円 △  0.3%
診 療 所 4億　868万円 △  5.5%
介 護 保 険 241億1,304万円 △  0.5%
後期高齢者医療 27億6,944万円 15.4%
工業用水道事業清算 令和５年度をもって廃止

事業会計名 予算額 前年度比
病 院 事 業 33億6,071万円 2.7%
下 水 道 事 業 205億4,659万円 △  2.7%
ガ ス 事 業 105億3,713万円 △  7.3%
水 道 事 業 123億9,605万円 18.8%

一般会計予算
1,023億1,903万円（前年度比 7.9％増）
市民一人当たりでは56万965円（住民基本台帳
人口18万2,398人、令和６年３月１日現在）

実質的な一般会計予算額（※¹）

（前年度比 6.4％増）
990億6,337万円

※¹　制度融資預託金などを除いた額

令和６年度当初予算の概況
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第32回小川未明文学賞の受賞作が決定しました

子育てに関する相談は「こども家庭センター」へ（市役所木田第一庁舎内）

４月１日から市の行政組織を変更します

市政　 ピックスト

● 総合政策課内に「ふるさと応援室」を設置
　都内のコワーキングスペースを活用し、首都圏に
おける当市の魅力発信や企業・団体とのネットワー
クを強化するとともに、ふるさと納税の取り組みを
一層推進します。
● 福祉課内に「すこやかなくらし支援室」を設置
　複雑化・多様化、高度化する福祉ニーズに対応す
るため、複合的な課題を抱える世帯などへの相談支
援を行います。

● 「こども家庭センター」を設置
　妊娠期から育児期まで安心した生活を確保すると
ともに、子ども一人一人の成長や家庭環境に応じた
支援の充実を図るため、子育て世帯を包括的に支援
する体制を整えます。
● 教育総務課内に「地域クラブ活動推進室」を設置
　「中学校における部活動改革」と「地域における
子どもたちのスポーツ・文化活動の環境整備」の取
り組みを一体的に推進します。

▶問合せ…人事課（☎︎025-520-5618）

　郷土が生んだ“日本近代童話の父”小川未明の文学精神の継
承と、新しい時代にふさわしい創作児童文学作品の輩出を目的
に開催している「小川未明文学賞」の受賞作が決定しました。

古
こ

都
と

 こいと さん
（東京都）

やす ふみえ さん
（千葉県）

第31回小川未明文学賞の
大賞受賞作が書籍化

　小川未明文学賞委員会から
市内の小学校や図書館などに
寄贈されました。

「今日もピアノ・ピアーノ」
（有本 綾 著）

▼受賞作
詳細

▼詳しくは

　大賞
「如月さんちの今日のツボ」

（長編作品）

　優秀賞
「まよいねこトラと五万五十五歩」

（短編作品）

　「妊娠・出産に関する悩み事がある」、「各種手当について聞きたい」、「子育てに関する相談窓口が分からない」、
「こども食堂で子育てを応援したい」など、こども家庭センターまでお気軽にご相談ください。

▶問合せ…こども家庭センター（☎︎025-526-5111)

企画立案・環境整備

◯ 子ども・子育て支援に関する施策・事業の企画立案
◯ こどもセンターや子育てひろばの運営
◯子育て支援団体などとの連携

母子保健

◯ 母子健康手帳の交付、妊婦・乳幼児健診、予防接種
◯ 妊産婦・乳幼児の各種相談、保健指導（面談、訪問

など）

児童福祉

◯ 子どもへの虐待の防止、ヤングケアラーの把握・支援
◯ 子どもの育ちに係る包括的な支援（子どもの発達や

養育環境に関する課題への対応）

各種手当の給付

◯児童手当や児童扶養手当の支給
◯妊産婦・子どもの医療費の助成
◯ひとり親家庭への自立支援

「こども家庭センター」の主な業務
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　これまでと同様、現行の「津波ハザードマップ」や「防災ガイドブック・避難所マップ」に基づき、
家庭・地域・職場で地震・津波に備えてください。

個人や家族で

地域（自主防災組織）や職場で

自宅やよく行く場所の災害リスクを確認
避難場所や避難経路、避難にかかる時間を確認
非常持ち出し品、備蓄品を準備

危険箇所の把握・共有や防災知識の普及啓発、防災資機材などを整備するとともに、防災訓練を
繰り返し実施
単独での避難が難しい人の避難について、自助・共助を基本とする中で、市や自主防災組織など
と連携して、車を活用することも検討

津波ハザードマップ

防災ガイドブック
避難所マップ

これからどのように地震・津波に備えたらいいの？

上越市の「津波ハザードマップ」は、新潟県の津波浸水想定
に基づき、上越・糸魚川沖の活断層（図中③）が引き起こす
マグニチュード7.6の地震による最大規模の津波を想定して作
成されている。
※佐渡沖の活断層（図中②）は、マグニチュード7.3を想定
今後、仮に「割れ残り」とされる佐渡沖の活断層（図中②）により地震と津波が発生したとして
も、津波ハザードマップで想定している津波（到達時間および規模）を超えるものではない。

「割れ残り」と報道された佐渡沖の活断層（図中②）でも、
その後の余震により小さな活動が続いている。

連絡調整会議で示された見解は？

　１月１日に発生した地震と津波は、能登半島の北東から南西に
かけて、約150kmにわたって活断層（図中①）が動いたことに
より引き起こされたものと言われています。
　一方で、佐渡沖の活断層（図中②）は、１月１日の地震では、
ほとんど動いておらず、今後大きな地震や津波を引き起こす可能
性がある「割れ残り」として報道されました。

①推定震源域

③

「割れ残り」って何？

上越市津波ハザードマップを元に作成

②

　能登半島地震の発生後、さまざまなメディアで「割れ残り」という言葉と共に、佐渡沖の活断層が
動く可能性や津波の規模に関する情報が報道されました。
　市では、地震災害の状況について関係機関で情報を共有するとともに、今後の災害にどう備えるか
を考えるため、２月16日に「令和６年能登半島地震連絡調整会議」を開催し、学識経験者、関係機
関から意見を聞きました。専門家の意見を踏まえ、家族や地域で災害時の対応を再確認しましょう。

■問合せ…危機管理課（☎︎025-520-5665）

正しく恐れ、正しく備えましょう
令和６年能登半島地震

〜今一度、「津波ハザードマップ」の確認を〜
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■問合せ…上越市選挙管理委員会事務局（☎025-526-5111、内線2401～2403）

●投票できる人
　平成18年４月22日までに生まれた人（投票日当日満18歳以上）で、１月13日㊏以前から４月21日㊐まで
継続して上越市に住民登録をしている人です。４月14日㊐頃までに各世帯へ郵送する「入場券」を持って、
指定の投票所で投票してください。

上記のうち市内で転居した人 投票場所

３月29日㊎以前に転居の届け出をした人 転居後の住所地の投票所

３月30日㊏以降に転居の届け出をした人 転居前の住所地の投票所

　投票日当日に仕事や旅行などのため投票できない人は、期日前投票や不在者投票をご利用ください。
●期日前投票
　住所地に関係なく、市内のどの期日前投票所でも投票できます。入場券の宣誓書欄をあらかじめ記入し、
持参してください（理由欄の記入は不要）。※期日前投票所ごとに開設時間が異なりますのでご注意ください。
投票期間の終了間際は混雑するため、余裕をもって投票してください。
開設期間 期日前投票所 開設時間

４月15日㊊
　～20日㊏

市民プラザ（土橋） 午前８時30分～午後８時
福祉交流プラザ（寺町２）、各総合事務所・コミュニティプラザ（柿
崎区は柿崎保健センター） 午前８時30分～午後７時

直江津ショッピングセンターエルマール（西本町３）、
イオン上越店（富岡） 午前10時～午後８時

●不在者投票　※投票には事前に手続きが必要です。早めに市選挙管理委員会に連絡してください
１　指定病院や特別養護老人ホームなどに入院・入所している人 
　▶投票場所…入院・入所施設　▶問合せ…市選挙管理委員会または病院・施設の職員へ
２　身体に障害のある人で、新たに不在者投票を希望する人 　※郵便投票証明書がある人は連絡不要です。
　▶�対象者…次の⑴～⑶のいずれかに該当する人　⑴身体障害者手帳所持者で、障害の程度が①～③のいず
れかに該当する人＝①両下肢、体幹、移動機能の障害が１級または２級　②心臓、じん臓、呼吸器、ぼ
うこう、直腸、小腸の障害が１級または３級　③免疫、肝臓の障害が１級～３級　⑵戦傷病者手帳所持
者で障害の程度が①か②のいずれかに該当する人＝①両下肢、体幹の障害が特別項症～第２項症　②内
臓機能の障害が特別項症～第３項症　⑶介護保険「要介護５」の人　▶投票方法…郵送

３　選挙期間中に上越市へ帰ることができない人 
　▶投票場所…滞在中の市区町村の選挙管理委員会
　▶申し込み…市選挙管理委員会事務局へ郵送　※書類は市ホームページからダウンロード可。
　　　　　　　今回から「上越市電子申請システム」による申請も可。

上越市議会議員一般選挙
投票日は４月21日㊐

４月のトピックス

期日前投票・不在者投票をご利用ください

　上越市議会議員一般選挙に併せて、
地域協議会委員の選任投票も予定して
います。選任投票を行う地域自治区は、
別途お知らせします。なお、応募者数
が定数を超えない地域自治区の投票は
ありません。

地域協議会委員選任投票
期日前投票の状況、投票・開票の状況は
市ホームページをご覧ください
▶とき…４月21日㊐午後９時～　
▶ところ…リージョンプラザ上越　
▶参観対象者…上越市の選挙人名簿に登録されてい
る人　▶定員…250人（当日先着順）

開票（即日開票）

※�４月15日㊊～20日㊏の間（期日前
投票所の開設期間）に他の市町村に
転出する人は、15日㊊～転出する
日までの間は期日前投票ができます。

明るい選挙キャラクター
選挙のめいすいくん

電子申請システム

市ホームページ
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■問合せ…環境政策課（☎025-520-5689）

脱炭素社会の実現に向けて②
　私たちは、通勤や通学、旅行など日々どこかに移動します。移動に伴うCO2排出量は生活全体の
約４分の１を占めるとされており、移動手段などを見直すことはエネルギーの削減や、地球温暖化
の防止につながります。今回はエコな移動（s

ス マ ー ト
mart�m

ム ー ブ
ove）の取り組みの一部を紹介します。

出所：smart�move（環境省）

ストップ温暖化アクション　- エコに移動編 -

①電車、バスなど公共交通機関を利用しよう
　電車やバスなどの公共交通機関は、CO2排出量
が少ない移動手段です。通勤や
通学はもちろん、旅行やちょっ
とした外出なども電車やバスの
利用を心がけてみましょう。

③自動車の利用を工夫しよう
◦ふんわりアクセルやアイドリングストップなどのエコドライブ
　エコドライブを実践すると、燃料消費量を最大で約４分の１削減できるというデータがあります。
◦エコカーへの乗り換え
　ハイブリッド車やEV車などのエコカーへの乗り換えはCO2の削減だけでなく、
エネルギーの消費を抑えることでランニングコストを節約でき、経済的です。

②自転車や徒歩で移動してみよう
　自転車や徒歩は、CO2を全く排出しない究極の
エコとして地球温暖化防止につ
ながるばかりでなく、使い方を
工夫すれば利便性や健康面など
にも効果的です。

＠中郷区

yyys15さん

＠上越市内

masa.saekiさん

＠釜蓋遺跡公園

wanwan_murakamiさん

＠五智公園

chiloru87さん

＠五智国分寺

ezaki_masatoshiさん

上越市のきらりと光る風景を発信しよう！
　Instagram（インスタグラム）で「#上越もよう」
を付けて、市のまちなみ、自然、歴史、食などの写真
を投稿しませんか。

■問合せ…魅力創造課（☎025-520-5740）
これまでの「#上越もよう」の投稿作品の中から紹介しています。

その他の作品は
こちら

環境省ホームページ
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使い方はあなた次第！お出かけください、図書館へ
本 を 借 り る に は

　市立図書館４館共通の図書貸出カードが必要です。カードを作成する
場合は図書館窓口に申請してください。申請した日から本を借りること
ができます。
◦登録できる人　
　市内に居住または通学・通勤している人
◦申請に必要なもの
　�氏名、住所を確認できるもの（マイナンバーカード、免許証、健康保
険証など）

こ ん な 使 い 方 も
・郷土の古い新聞をデータベースで閲覧（高田図書館のみ）
・図書館所蔵CD・DVDの視聴（直江津図書館のみ）
・�自習（各館席の数に限りがあるほか、高田図書館では利用日時に制限
があります）

■問合せ…高田図書館（☎025-523-2603）、直江津図書館（☎025-545-3232）

そうだ！図書館いこう！ ⑤

市立図書館

直江津図書館CD・DVD視聴席

図書貸出カード

　人の「性」の在り方は、「身体の性」だけでなく、「好きになる性」、「心の性」、「表現する性」の3つの要素（S
ソ ジ ー
OGIE※）

が組み合わさっています。これは特定の人だけでなく、全ての人が持っている要素です。

※SOGIE（ソジー）・・・3つの「性」の要素の英語の頭文字を組み合わせた言葉

市ホームページ

■問合せ…人権・同和対策室（☎025-520-5683）

　「性」の在り方は一人一人異なり多様で、必ずしも「男女」にはっきりと分けられるものではありません。例えば、
「身体の性」は女性で、「好きになる性」は女性、「心の性」はどちらかというと男性で、「表現する性」は男性ファッ
ションが好きという人もいます。特に「好きになる性」と「心の性」は自分の意思などで変えられるものではあ
りません。多様な「性」の在り方を自分事として捉え、尊重することが大切です。

「性」の在り方は人それぞれ

「性」の４つの要素

　「性」は身体的な「男女」の２つと認識されてきましたが、姿や価値観などが人それぞれ違う
ように、「性」の在り方もさまざまです。「男女」といった身体の性のみにとらわれない、多様な「性」
の在り方について考えてみませんか。

身体の性

生まれ持った生物
学的な性

（戸籍上の性別 ）

好きになる性

恋愛対象や性的な
感情が向く性　　

（性的指向）

表現する性

服装や言葉遣い、
しぐさなど自分が
表現したい性

(Sex Characteristics) (Gender Expression)(Gender Identity)
心の性

自分が認識してい
る性
（性自認）

(Sexual Orientation)

SOGIE（ソジー）
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　灯の回廊が市内７つの地域で開催され、地域の皆さんが作成した雪灯籠や雪像が各会場をあたたか
く彩りました。

●①　月影の郷（浦川原区）
●②　牧っこパーク（牧区）
●③　三和スポーツ公園（三和区）
●④　細野会場（安塚区）
●⑤　菖蒲会場（大島区）
●⑥　高士ルミネ（高士区）
●⑦　不動地域生涯学習センター（名立区）

�❶ �❷
�❸ �❹
�❺ �❻
�❼

２月17日㊏
浦川原区・牧区・三和区
２月24日㊏
安塚区・大島区・高士区・名立区
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広報上越専用ページ

時  日時、期間 所  場所
対  対象（表記無し：どなたでも）	 定  定員
費  費用（表記無し：無料） 講  講師
申  申し込み（表記無し：不要）	 問  問合せ
他  その他

「広報上越」へのご意見や感想をお寄せください 電子申請システム

問 広報対話課
　  ☎025-520-5614
　  FAX025-526-6112
　   koho-joetsu@city.joetsu.lg.jp

パソコンやスマート
フォンから、市への
申請、届け出などが
できます。

記号の見方

アンケートフォーム 　

安塚区 ☎ 025-592-2003 柿崎区 ☎ 025-536-2211
浦川原区 ☎ 025-599-2301 大潟区 ☎ 025-534-2111
大島区 ☎ 025-594-3101 頸城区 ☎ 025-530-2311
牧　区 ☎ 025-533-5141 吉川区 ☎ 025-548-2311
中郷区 ☎ 0255-74-2411 名立区 ☎ 025-537-2121
板倉区 ☎ 0255-78-2141 南出張所 ☎ 025-525-4151
清里区 ☎ 025-528-3111 北出張所 ☎ 025-544-2111
三和区 ☎ 025-532-2323

上越市役所 〒943-8601 上越市木田1-1-3  ☎025-526-5111（市役所代表）

	 1日	 午後6時35分頃
	 15日	 午後0時45分頃
	定期的な電池交換と受信状況の確認を！

「防災ラジオ」の試験放送 問  危機管理課（☎025-520-5665）

FM
76.1MHz

毎月
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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震 

支
援
制
度
一
覧

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
関

連
し
た
各
種
支
援
制
度
を
一
覧
に

ま
と
め
て
い
ま
す
。
最
新
の
情
報

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
令

和
６
年
能
登
半
島
地
震
関
連
情
報
」

で
は
、支
援
制
度
の
紹
介
の
ほ
か
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
指
定
避
難
所

一
覧
な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
に
関

す
る
情
報
や
電
子
デ
ー
タ
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
上
越
市
役
所

（
☎
０
２
５
・

５
２
６
・
５
１

１
１
（
代
表
））

令
和
６
年
度 

固
定
資
産
税
の
縦
覧

　
縦
覧
帳
簿

に
記
載
さ
れ

て
い
る
近
隣

の
他
の
資
産

評
価
と
比
較

し
な
が
ら
自

分
の
資
産
の

評
価
が
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
で

き
ま
す
。

時
４
月
１
日
㊊
～
30
日
㊋
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　
対
市

内
に
土
地
・
家
屋
を
所
有
す
る
納

税
者
な
ど　
所
申
問
税
務
課
（
☎

０
２
５
・
５
２
０
・
５
６
５
１
、

☎
０
２
５
・
５
２
０
・
５
６
５
２
）

●
持
ち
物

・	

納
税
通
知
書
ま
た
は
課
税
明
細

書
・	

本
人
確
認
書
類（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
）
※
官
公
署
発
行
の
顔

写
真
付
き
の
証
明
書
な
ど
は
１

点
の
み
、
そ
れ
以
外
は
２
点
必

要
・	

代
理
人
＝
本
人
の
署
名
ま
た
は

記
名
押
印
の
あ
る
委
任
状
、
法

人
＝
代
表
者

印
が
あ
る
委

任
状

令
和
６
年
度
は
固
定
資
産

評
価
替
え
の
年
で
す

　
固
定
資
産
税

は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
で
、

市
内
に
固
定
資

産
（
土
地
、
家

屋
、償
却
資
産
）

を
所
有
す
る
人
か
ら
、
そ
の
固
定

資
産
の
価
格
に
応
じ
て
負
担
し
て

市内の交通事故・犯罪発生件数
 問合せ…市民安全課（☎025-520-5661）

交通事故件数
１月１日〜２月末日の状況

発生件数 27件（−10）

死者数 1人（＋１）

負傷者数 31人（−16）

犯罪発生件数
１月１日〜２月末日の状況

刑法犯罪認知件数 106件（＋19）

うち窃盗犯 59件（＋12）

盗難防止の合言葉 “みんなで鍵かけ”

お
知
ら
せ

電話やメールでお
金の話が出たら詐
欺です。料金未納・
電子マネーと聞い
たら詐欺を疑って
ください。 ※�いずれも暫定値で、（　）内は前年比

い
た
だ
く
税
金
で
す
。

　
公
平
に
固
定
資
産
税
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
土
地
と
家
屋

は
３
年
ご
と
に
評
価
額
を
見
直
し

て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
こ
の
評

価
替
え
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
４
月
中
旬
に
お
届

け
す
る
令
和
６
年
度
の
納
税
通
知

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
５
１
、
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
５
２
）

地震関連情報支援制度一覧

詳しくは



お
知
ら
せ

も
よ
お
し
・
講
座

募
　
　
集

無
料
相
談

お
知
ら
せ
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市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
２
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９

時
に
、
上
越
地

域
消
防
事
務
組

合
管
内
の
各
消

防
署
に
お
い

て
、
地
上
１

メ
ー
ト
ル
で
測
定
し
た
値
（
月
間

の
平
均
値
、
最
小
値
、
最
大
値
）

は
、
い
ず
れ
も
通
常
の
値
で
あ
る

毎
時
０
・
０
１
６
～
０
・
１
６
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
範
囲
内
で

し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

公
文
書
へ
の
公
印
の
押
印
を
省
略

す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
伴
い
、
市
が
発
出
す
る
公
文

書
の
一
部
に
つ
い
て
、
市
長
印
な

ど
の
押
印
を
省
略
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
各
手
続
の
担
当
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
６
０
３
）

65
歳
以
上（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
令
和
６
～
８
年
度
の
介
護
保
険

料
の
基
準
額
は
月
額
６
４
５
０
円

で
、
令
和
５
年
度
と
比
べ
て
月
額

２
３
３
円
安
く
な
り
ま
す
。
保
険

料
は
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
を
参

考
に
し
な
が
ら
、所
得
に
応
じ
て
、

段
階
区
分
を
17
段
階
に
増
や
し
、

負
担
能
力
に
応
じ
て
所
得
の
多
い

人
か
ら
多
く
納
め
て
い
た
だ
く
よ

う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
保
険
料
額
は
４

月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

０
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
は
２
年

に
一
度
見
直
し
て

お
り
、
令
和
６
・

７
年
度
の
保
険
料

率
は
、
均
等
割
額
を
４
万
４
２
０

０
円
（
３
８
０
０
円
の
増
）
に
、

所
得
割
率
を
８
・
６
１
パ
ー
セ
ン

ト
（
０
・
７
７
ポ
イ
ン
ト
の
増
）

に
引
き
上
げ
ま
す
。
保
険
料
は
、

国
が
示
す
基
礎
数
値
と
今
後
の
被

保
険
者
数
や
医
療
費
の
動
向
を
踏

ま
え
算
定
し
、
財
政
均
衡
を
保
て

る
よ
う
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
保
険
料
は
７
月

中
旬
に
通
知
し
ま
す
。

問
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
☎
０
２
５
・
２
８
５
・
３

２
２
２
）、
国

保
年
金
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
７
１
７
）

国
保
年
金
保
険
料
に 

関
す
る
お
知
ら
せ

　
令
和
６
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、月
額
１
万
６
９
８
０
円
で
す
。

問
上
越
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（
☎
０
２
５・５
２
４・４
１
１
２
）

●
国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付

特
例
制
度
（
令
和
６
年
度
分
）

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
し
ま
す
。
猶
予
期
間
は
、
障
害

基
礎
年
金
や
老
齢
基
礎
年
金
受
給

の
対
象
期
間
と
な
り
ま
す
が
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
は
計
算

さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
猶
予
期
間
の
保
険
料
を
後
納

で
き
ま
す
。

対
対
象
と
な
る
大
学
や
専
門
学
校

な
ど
に
在
学
中
の
学
生
で
前
年
の

所
得
が
基
準
額
以
下
の
人　
申
問

４
月
１
日
㊊
以
降
に
学
生
証
の
写

し
や
在
学
証
明
書
原
本
な
ど
を
添

付
し
て
国
保
年
金
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
１
６
）、
各
総
合

事
務
所
、
南
・
北
出
張
所
、
上
越

年
金
事
務
所
国
民
年
金
課
（
☎
０

２
５・５
２
４・

４
１
１
２
）

上
越
市
シ
ニ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
を
維

持
し
、
生
き
が
い
の
あ
る
充
実
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
70
歳
以

上
の
人
を
対
象
に
「
シ
ニ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
施
設
で
提
示
す
る
と
、
利

用
料
金
な
ど
が
半
額
程
度
に
な
る

ほ
か
、
協
賛
事
業
者
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
中
に
70
歳
に
な
る

人
に
は
、３
月
末
に
郵
送
し
ま
す
。

再
発
行
は
、
問
合
せ
先
ま
た
は
各

総
合
事
務
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

※	

利
用
は
、本
人
の
み
有
効
で
す
。

不
正
に
利
用
し
た
場
合
は
返
還

し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

０
８
）

上
越
市
若
者
奨
学
金
返
還

支
援
助
成
金
の
登
録
申
請

　
30
歳
以
下
の
若
者
を
対
象
に
、

奨
学
金
の
返
還
額
の
一
部
を
支
援

し
ま
す
。
対
象
要
件
や
助
成
額
な

ど
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※	

令
和
５
年
度
に
登
録
し
た
人
は

申
請
不
要
。

問
総
合
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
２
６
）

●
令
和
６
年
度
登
録
申
請

申
７
月
１
日
㊊
～
９
月
30
日
㊊

※	

た
だ
し
、
令
和
５
年
度
中
に
対

象
要
件
を
満
た
し
て
い
た
人
で
、

未
申
請
の
場
合
は
４
月
１
日
㊊

以
降
に
問
合

せ
先
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
整
備
見
直
し
区
域

の
下
水
道
使
用
料
を
減
免

　
公
共
下
水
道
整

備
を
見
直
し
た
区

域
内
で
、
民
間
事

業
者
な
ど
が
下
水

道
を
整
備
し
た
場
合
に
、
下
水
道

使
用
料
を
減
免
し
ま
す
。

時
対
象
期
間
＝
令
和
10
年
度
ま
で

に
工
事
が
完
了
す
る
も
の　
費
減

免
額
＝
整
備
に
要
し
た
調
査
設
計

費
・
工
事
費
と
、
市
が
設
計
・
積

算
し
た
工
事
費
の
い
ず
れ
か
低
い

額
の
75
パ
ー
セ
ン
ト
相
当
額（
最

長
８
年
間
）　
問
生
活
排
水
対
策

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

９
３
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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令
和
６
年
度
軽
自
動
車
税

（
種
別
割
）減
免
申
請

対
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る

軽
自
動
車　

①
身
体
障
害
者

手
帳
・
療
育
手

帳
Ａ
・
精
神
障

害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
を
持
つ
人
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
※
障
害
の
程
度
に
よ
り

制
限
あ
り
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る

人
が
18
歳
未
満
の
場
合
、
生
計
を

同
一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
も
対
象　
②
障
害
の
あ
る
人

の
利
用
の
た
め
に
、
特
別
な
装

置
（
車
い
す
昇
降
装
置
な
ど
）
を

装
着
す
る
構
造
変
更
車
※
８
ナ
ン

バ
ー
で
、
車
検
証
に
車
い
す
移
動

車
な
ど
の
記
載
が
あ
る
車
両
が
対

象　
③
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
、

専
ら
障
害
の
あ
る
人
の
通
院
・
通

所
に
使
用
し
て
い
る
軽
自
動
車　

申
問
３
月
25
日
㊊
～
５
月
24
日
㊎

の
間
に
税
務
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
４
９
）
ま
た
は
各
総

合
事
務
所
、
南
・
北
出
張
所

就
学
援
助
制
度

　
経
済
的
に
困
っ
て
お
り
要
件
を

満
た
す
家
庭
に
、
小
・
中
学
校
で

必
要
と
な
る
費
用
の
一
部
を
援
助

し
ま
す
。

時
申
請
期
限
＝
４
月
30
日
㊋
（
５

月
以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

申
請
月
分
か
ら
の
援
助
と
な
り
ま

す
）　
申
通
学
し
て
い
る
小
・
中

学
校
、
学
校
教
育
課
、
各
総
合
事

務
所
の
教
育
・
文
化
グ
ル
ー
プ
、

南
・
北
出
張
所　
問
学
校
教
育
課

（
☎
０
２
５
・

５
４
５
・
９
２

４
４
）

子
ど
も
交
流
活
動 

支
援
事
業
補
助
金

　
子
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
企
画

や
運
営
を
行
う
活
動
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。　

対
町
内
の
子
ど
も
会
、
地
区
子
ど

も
会
連
絡
協
議
会
、
地
域
青
少

年
育
成
会
議
ま
た
は
文
化
活
動
団

体
な
ど
が
申
請
日
～
令
和
７
年
３

月
末
ま
で
に
行
う
活
動　
他
補
助

金
額
＝
補
助
対
象
経
費
×
補
助
率

（
50
ま
た
は
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
）

１
団
体
に
つ
き
上
限
１
万
円
、
10

団
体
以
上
ま
た
は
参
加
者
募
集
範

囲
に
よ
り
上
限
10
万
円　
申
問
令

和
７
年
２
月
28
日
㊎
ま
で
に
社
会

教
育
課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・

９
２
５
４
）
ま

た
は
各
総
合
事

務
所

歴
史
的
建
造
物
な
ど
の 

整
備
を
支
援
し
ま
す

　
「
上
越
市
歴
史
的
建
造
物
等
整

備
支
援
事
業
補
助
金
」を
利
用
し
、

歴
史
的
建
造
物
な
ど
の
保
全
ま
た

は
改
修
の
た
め
、
令
和
７
年
度
に

着
工
を
希
望
す
る
事
業
の
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。

対
市
内
に
あ
る
歴
史
的
建
造
物
な

ど
（
国
、
県
ま
た
は
市
指
定
文
化

財
お
よ
び
国
登
録
有
形
文
化
財
な

ど
）　
費
補
助
率
＝
対
象
経
費
の

４
分
の
３
以
内
（
上
限
＝
７
５
０

万
円
）　
問
８
月
30
日
㊎
ま
で
に

文
化
行
政
課
（
☎
０
２
５
・
５
４

５
・
９
２
６
９
）

令
和
６
年
度 

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

所
時
○
新
潟
会
場
（
県
庁
ま
た
は

職
員
会
館
）＝
４
月
18
日
㊍
、８
月

15
日
㊍
、11
月
21
日
㊍
、令
和
７
年

１
月
16
日
㊍　
○
長
岡
会
場
（
長

岡
地
域
振
興
局
）＝
６
月
20
日
㊍
、

10
月
17
日
㊍
、令
和
７
年
２
月
20

日
㊍　
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
正
午
、午
後
１
時
～
２
時
30

分　
費
審
査
手
数
料（
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
で
納
入
）…
１
件
に
つ
き

６
３
０
０
円　
他
登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
、
所
轄
警

察
署
発
行
の
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い　
問
新
潟

県
観
光
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
課

（
☎
０
２
５・２
８
０・５
６
１
９
）

ア
プ
リ「
上
越
健
康
プ
ラ
ス
」

で
健
康
管
理
し
ま
せ
ん
か

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ
リ

「
上
越
健
康
プ
ラ
ス
」
で
は
、
健

康
診
断
情
報
を
基
に
し
た
生
活
習

慣
病
の
進
行
度
の
チ
ェ
ッ
ク
や
健

康
ア
ド
バ
イ
ス
の
ほ
か
、
歩
数
や

血
圧
、
体
重
の
把
握
に
よ
り
皆
さ

ん
の
健
康
管
理
を
応
援
し
ま
す
。

時
４
月
１
日
㊊
～
令
和
７
年
３
月

31
日
㊊　
対
18
歳
以
上
の
市
民
ま

た
は
市
内
に
勤
務
す
る
人　
定
１

５
０
０
人
（
申
込
順
）　
申
４
月

１
日
㊊
～
12
月
31
日
㊋
の
間
に
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
の
上
、

参
加
登
録

子
ど
も
の
予
防
接
種

　
４
月
１
日
㊊
か
ら
、
子
ど
も
の

定
期
予
防
接
種
に
「
五
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
」
と
「
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
（
15
価
）」
を
追
加
し

ま
す
。標
準
的
な
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
初
め
て
接
種
す
る
場
合
は
新
た

な
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
を
基
本
と
し	

ま
す
が
、２
回
目
以
降
の
接
種
の
場	

合
は
原
則
と
し
て
前
回
と
同
一
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
６
・

５
１
１
１
、
内

線
１
４
２
７
）

農
用
地
利
用
計
画
変
更
の

申
出
書

　
提
出
前
に
、
事
前
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

時
受
付
期
間
＝
４
月
１
日
㊊
～
30

日
㊋　
対
令
和
６
年
秋
頃
に
計
画

変
更
（
農
振
除
外
・
農
振
編
入
）

す
る
も
の　
申
問
農
政
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
７
４
９
）
ま

た
は
各
総
合
事

務
所

「
緑
の
募
金
」運
動
に 

ご
協
力
を

　
４
月
１
日
㊊
～
５
月
31
日
㊎
の

間
、「
緑
の
募
金
」
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
頂
い
た
募
金
は
、
森

づ
く
り
事
業
な
ど
の
助
成
や
、
次

代
を
担
う
緑
の
少
年
団
の
活
動
支

援
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
内

会
な
ど
を
通
じ
て
、
募
金
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
水
産
整
備
課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７
５
９
）

詳しくは詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

時
４
月
６
日
㊏
～
15
日
㊊
の
10
日

間●
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
見
え
ま
す
か　
渡
る
そ
の
子
の　

小
さ
な
サ
イ
ン
』

●
運
動
の
重
点

①	

こ
ど
も
が
安

全
に
通
行
で

き
る
道
路
交

通
環
境
の
確

保
と
安
全
な

横
断
方
法
の

実
践

②	

歩
行
者
優
先

意
識
の
徹
底

と
「
思
い
や

り
・
ゆ
ず
り

合
い
」
運
転
の
励
行

③	

自
転
車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

等
利
用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

と
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守

●
４
月
10
日
㊌
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

他
市
内
で
通
学
見
守
り
活
動
を
行

う
全
て
の
人
を
対
象
に
、
市
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
。
活
動
中
に
事
故
に
遭
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
市
民
安
全
課

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
安
全
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
１
）

農
作
業
事
故・盗
難
被
害
に

注
意

●
農
作
業
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め

の
ポ
イ
ン
ト

・	

適
度
に
休
息

を
取
り
、
ゆ

と
り
を
持
っ

て
作
業
す
る
。

・	

農
業
機
械
は

使
用
前
に
必
ず
点
検
す
る
。

・	
ト
ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
で
ほ
場

に
出
入
り
す
る
と
き
は
、
勾
配

や
段
差
に
十
分
注
意
し
、
転
倒

や
転
落
を
防
ぐ
。

・	

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
。

・	

道
路
に
土
が
落
ち
た
際
は
、
早

め
に
取
り
除
く
。

●
農
業
機
械
の
盗
難
に
遭
わ
な
い

た
め
の
ポ
イ
ン
ト

・	

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
は
、
車
体
に
置

い
た
ま
ま
に
せ
ず
持
ち
帰
る
。

・	

盗
難
防
止
用
の
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ

ク
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
を
使

用
す
る
。

・	

田
畑
に
農
機

具
を
放
置
し

な
い
。

問
農
政
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
７
４
９
）

狂犬病予防集合注射	  問合せ…環境政策課（☎025-520-7376）

　生後91日以上の犬の飼い主には、
犬の登録と年１回の狂犬病予防注射の
接種が義務付けられています。４月に
市内91カ所で行う集合注射または動
物病院で予防注射を受けてください。
※ 治療中などで予防注射ができない場合は、動物病院

で猶予証明書の発行を依頼してください。
※ 新しく犬を飼い始めた場合や飼い主・

住所が変わった場合、犬が死亡した場
合は各種届け出を提出してください。

時４月10日㊌～17日㊌※土・日曜日を除く　費１匹
3,250円（新規登録の場合は6,250円）

ガス水道局からのお知らせ	  申し込み・問合せ…ガス水道局経営企画課（☎025-522-5514）

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 143.19円

26～150㎥ 141.42円
151㎥以上 139.96円

前月検針分に比べ１㎥当たり2.56円の値上げとなります。
※基本料金は変わりません。

●４月分の都市ガス料金
　原料費調整制度による令和５年11月～令和６
年１月のLNG等平均原料価格（貿易統計値）に
よる調整を行ったほか、国の補助金を活用して１
㎥当たり15円を値引きします。

●都市ガス機器設置費用の一部を助成
定助成台数に達し次第、受け付けを終了　申問４月８日㊊以降に申請書に必要事項を記入し、設置
工事前に申し込み先へ。申請書は、申請先にあるほか、ガス水道局ホームページからダウンロード
できます
○助成内容・助成要件

対象機器 家庭用燃料電池
エネファーム

高効率給湯器
エコジョーズ（温水暖房機能付き）

家庭用ガス
衣類乾燥機

助成台数（申込順） ５台 25台 35台 70台
助成金額（1台当たり） 40万円 ３万円 ２万円 ３万円

備　考
要 綱 に 定 め る エ ネ
ファーム普及活動に協
力すること

温水暖房機器を同時に
設置・使用する場合

詳しくは

詳しくは
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パブリックコメント（市民意見公募手続き）意見募集結果を公表します	

住まいに関する支援（地震）	

所担当課、市政情報コーナー（市役所木田庁舎１階）、各総合事務所、南・北出張所、市民プラザ、
高田図書館、高田図書館浦川原分館、オーレンプラザ、教育プラザ、直江津学びの交流館、ユート
ピアくびき希望館、市ホームページ

案件名 公表期間 問合せ

第２次上越市総合公共交通計画（後期再編計画）（案） ３月18日㊊～４月17日㊌ 交通政策課
（☎025-520-5633）

上越市障害者計画・第７期障害福祉計画・第３期障害児福祉計画（案）

３月25日㊊～４月23日㊋

福祉課
（☎025-520-5694）

上越市第９期介護保険事業計画・第10期高齢者福祉計画（案） 高齢者支援課
（☎025-520-5704）

上越市第２次健康増進計画（案）
上越市第２次歯科保健計画（案）
上越市第２期自殺予防対策推進計画（案）

健康づくり推進課
（☎025-520-5840）

上越市国民健康保険第３期保健事業実施計画（データヘルス計画）・
第４期特定健康診査等実施計画（案）

国保年金課
（☎025-520-5715）

上越市公共施設等総合管理計画【基本方針】（改訂案） ３月25日㊊～４月24日㊌ 資産活用課
（☎025-520-5743）

上越市通年観光計画（案） ３月27日㊌～４月26日㊎ 魅力創造課
（☎025-520-5739）

被災した住宅などの修理
●被災者住宅修理支援事業
　令和６年能登半島地震により被災し、住宅応急修理制度の対象（半壊以上）とならない住宅や付
属屋の修理費を支援します。詳しくは広報上越３月号の７ページをご覧ください。
申 問７月31日㊌までに建築住宅課（☎025-520-5786）　※延長しました。間に合わない場合は相談してください
住宅の耐震化に関する支援（昭和56年以前に建てた家に住んでいる人）
　令和６年能登半島地震で亡くなった人の多くが、耐震性が低い住宅の倒壊によるものでした。昭
和56年５月31日以前に着工された、耐震性の低い住宅に住んでいる人は、対策をお願いします。
申問４月１日㊊～５月10日㊎の間に建築住宅課（☎025-520-5783）　※予算額に達しない場合
は最長で11月29日㊎まで

支援メニュー 概　要 ①の
活用 補助額 件数

（抽選）
①木造住宅の耐震診断 耐震診断員が無料で診断 無料 80件
②木造住宅耐震改修工事費の補助
　（全体改修）

耐震改修（設計費含む）費の一部を補助

○ 改修費の５分の４
（上限120万円） 10件

③木造住宅段階的耐震改修
　工事費の補助（段階的改修）
　※１階部分のみ改修

○ 改修費の５分の４
（上限70万円） 10件

④木造住宅耐震シェルター・
　耐震ベッド設置費の補助

部屋の内側やベッドの周囲に設置する耐
震構造物の設置費の一部を補助 ○ 設置費の２分の１

（上限30万円） ５件

⑤木造住宅除却費の補助 居住している耐震性が低い住宅をすべて
解体する費用の一部を補助 △ 除却費の100分の23

（上限30万円） 10件

●耐震化費用の代理受領（委任業者が市から補助金を直接受領）
　②～⑤の費用について、委任業者に工事費と補助金の差額分のみの支払いで済み、当初費用・手続きを簡略化
できます。
●耐震改修した家屋にかかる税を軽減
　詳しくは、税務課または高田税務署に問い合わせてください。
問固定資産税＝税務課（☎025-520-5652）、所得税＝高田税務署（☎025-523-4171）

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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私道の整備費用を一部補助	  申し込み・問合せ…８月30日㊎までに道路課（☎025-520-5771）または各総合事務所

　令和７年度に工事を計画している団体
は、事前に相談してください。
●対象道路
　不特定多数の人が通り、将来にわたり
通行することが見込まれる幅員2.5ｍ以
上（道路改良工事の場合は1.8ｍ以上）の道路で、次
のいずれかに当てはまる道路。
○道路の両端が公道に接続しているもの　○道路の一
端が公道に接続し、ほかの一端が幅員2.5ｍ以上の私
道に接続しているもの　○道路の一端が公道または幅

員2.5ｍ以上の私道に接続し、他の一端が学校、保育園、
その他の公共施設に通じているもの　○道路の一端が 
公道に接続し、当該私道の利用戸数が３戸以上の袋小路
●対象工事
○舗装新設工事　○側溝改良工事　○道路改良工事（工
事の設計費および土地の分筆登記費を含み、用地取得
費および物件補償費を除く）　○舗装修繕工事（舗装
工事完了後、５年以上経過しているものに限る）
費工事に要する費用または市が定める補助基準額のい
ずれか低い額の40％以内（限度額100万円）

空き家に関する支援制度	  申し込み・問合せ…建築住宅課（☎025-520-5786）

　空き家の所有者や管理者が適切に管理しなかったこ
とで被害が発生した場合、所有者などが損害賠償責任
を負うことがありますので、適切な管理が必要です。
空き家などの取り壊し
空き家等及び特定空き家等除却費補助金
　ポケットパークなど地域活性化につな
がる跡地利用や、倒壊の恐れがある空き
家などの除却費用の一部を助成します。
費補助額＝除却費用（解体・運搬・処分）
の２分の１（上限50万円）　
空き家の利活用
⑴空き家情報バンク制度
　空き家を「買いたい・借りたい」人向
けに市ホームページなどで紹介していま
す。
申毎月第２・４火曜日、第３土曜日に開
催している無料相談会に参加
○空き家無料相談会（４月）
時 所①９日㊋＝建築住宅課　②20日㊏＝全日本不動
産協会上越事務所（栄町２）　③23日㊋＝上越宅建会
館（春日野）いずれも午後１時～５時　申「空き家登
録シート」を提出の上、申し込み

⑵空き家定住促進利活用補助金
　市外から移住した人で、購入した空き
家のリフォーム費用の一部を助成します。
費補助額＝１件20万円以上で実施した
リフォーム費用の３分の１（上限50万円）
※ ①県外からの移住、子育て世帯、誘導重点区域（高田・

直江津地区の一部）への移住のいずれか＝各10万円を
加算　②誘導重点区域への移住で下水道の接続工事
を行う場合＝接続費用の３分の１を加算（上限30万円）

※ 子育て世帯または県外からの移住者には、上記補助
金合計額の２分の１を更に加算
⑶定住促進生家等利活用補助金
　自分や親の生家に市外から移住または
市内転居する際に行うリフォーム費用の
一部を助成します。
費補助額＝（２）と同様
⑷空き家活用のための家財道具等処分費補助金
　⑴に登録（予定を含む）した空き家の
家財道具などを処分する費用の一部を助
成します。
費補助額＝業者に委託し搬出処分した費
用（５万円以上）の２分の１（上限10万円）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

住まいに関する支援（雪対策）	  申し込み・問合せ…11月29日㊎までに建築住宅課（☎025-520-5786）（予算額に達し次第終了）

●克雪すまいづくり支援事業補助金
　屋根の雪下ろしが不要な克雪住宅の整備（建築、購入、改良）費用の一部を助成します。
対大潟区、頸城区を除く全市で４月以降に施工業者と契約し、工事完了後、令和７年１月31日㊎ま
でに実績報告できる人※工事着手前に申請　費上限額＝⃝融雪式（熱エネルギーの利用による屋根融雪）
＝44万円（要援護世帯は55万円）　○落雪式、落雪・高床式および耐雪式＝33万円（要援護世帯は
44万円）
●屋根雪下ろし命綱固定アンカー等設置費補助金
　命綱の一端を固定するための金具（命綱固定アンカー）などの設置費用の一部を助成します。
※ 高さ２m以上の高所作業は、墜落防止器具の使用が事業者に義務付けられています。安全対策設備のない住宅

などは、事業者に雪下ろしを依頼できない場合がありますので、特に自力での雪下ろしが困難な世帯は補助金
を活用し設置してください。

対対象住宅など＝自己が所有または居住し、市内にある戸建て住宅（併用住宅含む）および付属屋 
（カーポートを含む）で高さが２m以上のもの　対象工事＝次の設置または取り替え　①命綱固定
アンカー　②転落防止柵　③固定式はしご（①もしくは②と同時設置または既に設置している場合）
費いずれも１棟当たり上限10万円　補助率＝要援護世帯３分の２、その他２分の１

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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生活支援給付金の手続きはお早めに
 申し込み・問合せ…生活援護課（☎025－520－5697）または各総合事務所、南・北出張所

　物価高騰による負担増を踏まえ、⑴生活支援給付金（18歳以下の子どもがいる世帯は加算⑵）を支給しています。
対象と見込まれる世帯には、２月27日㊋に「支給のお知らせ」または「確認書」を送付済みです。
●手続きが必要な世帯
「確認書」が届いた 各期限までに「確認書」を提出

「申請書」が届いた 市で課税状況が判定できなかった世帯には、順次「申請書」を送付しますので、早めに
手続きしてください

「支給のお知らせ」が届いた 手続き不要（３月19日㊋に振り込み済み）

⑴住民税均等割のみ課税世帯への生活支援給付金

対象者

令和５年12月１日㊎時点で上越市に住民登録があり、令和５年度（令和４年分）の住民税
の課税状況が次のいずれかの世帯
①世帯全員の住民税が均等割のみ課税である世帯
②住民税均等割のみ課税の人と住民税非課税の人で構成される世帯
　（世帯全員が、住民税を課税されている人の扶養になっている場合は対象外）

支給額
（１回限り）

１世帯当たり８万５千円
※前回の生活支援給付金として１万５千円を受給していない世帯は１世帯当たり10万円
※住民税非課税世帯への生活支援給付金との重複受給は不可

提出期限 ５月31日㊎まで（消印有効）に、送付された「確認書」または「申請書」を申込先へ提出

⑵子ども加算

対象者

令和５年度生活支援給付金の対象世帯（家計急変世帯を除く）のうち18歳以下のこども※
がいる世帯
※平成17年４月２日以降に生まれた人
　 （令和５年度生活支援給付金の基準日の翌日（令和５年12月２日）以降に生まれた新生

児も対象）
支給額
（１回限り） 対象世帯の子ども１人当たり５万円

提出期限 ８月30日㊎まで（８月31日㊏消印有効）に「確認書」を申込先へ提出

詳しくは

詳しくは

健康診査	  問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5712）

４月の献血バス運行日程	  問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5712）

●こどもの健康診査
　乳幼児健康診査や離乳食相談会の日程は、母子健康手帳アプリまたは上越市子育て応
援ステーションホームページで確認してください。
●成人の健康診査・各種がん検診が始まります
　４月下旬から市内各地で健康診査・各種がん検診を実施します。年に一度は健（検）
診を受け、自分の体の状態を確認しましょう。健康診査の重要性などについて解説した広報上越３月号の２～５
ページも併せてご覧ください。
　詳しくは、本号と併せて配布した「上越市健康診査カレンダー」をご覧ください。

　病気やけがの治療に必要な輸血用血液は、人工的に造ることができず、長期保存ができないため、皆さんの善
意の献血が頼りです。新潟県赤十字血液センターでは、献血Web会員サービス「ラブラッド」からの予約をお
すすめしています。ラブラッド会員でない人や初めて献血に協力する人も利用でき、スムーズな受け付けや計画
的な血液供給に役立ちます。
実施日 受付時間 会　　場
２日㊋
21日㊐
28日㊐

10：00～12：00
13：30～16：00

イオン上越店
（毎月第１火曜日と第３・４日曜日に実施しています）

10日㊌ 10：00～11：30 柿崎区総合事務所
17日㊌ 13：30～15：30 上越地域振興局

詳しくは

上越市子育て応援
ステーション

母子健康手帳アプリ
の登録

献血は命をつなぐ
ボランティアです

献血キャラクター
けんけつちゃん
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４月から新型コロナワクチンの接種費用は自己負担が生じます
 問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5711）

　無料の特例臨時接種は３月31日㊐で終了します。４月１日㊊以降はインフルエンザワクチンと同様に自己負
担が生じ、65歳以上の人などは秋冬に定期接種を予定しています。詳細は国で検討中のため、決まり次第、お
知らせします。（３月11日㊊時点の情報です。）
●接種時期・対象者など

接種時期・対象者 費　　用

定期接種

年１回、秋冬に接種します。
・65歳以上の人
・ 60～64歳で心臓、腎臓または呼吸器の機能に障害があり、身の回りの生活が極

度に制限される人、ヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機能に障害があり、
日常生活がほとんど不可能な人

未定（自己負担有り）

任意接種 上記以外の人は、任意接種として接種可能です。 未定（全額自己負担）

●接種証明書・接種済証
　４月１日㊊以降に受けた接種は、市から接種証明書や接種済証の発行は行いません。また、国の

「新型コロナワクチン接種証明書アプリ」やコンビニでの証明書発行は、３月31日㊐で終了します。
●市コールセンター
　３月29日㊎をもって、市の新型コロナワクチンコールセンターを廃止します。

詳しくは

通勤・通学に公共交通を利用しましょう
 問合せ…交通政策課（☎025-520-5633、FAX025-526-8363、 kotsu@city.joetsu.lg.jp）

●上越市内公共交通「マイ時刻表」を作成・配布します
　自宅最寄りのバス停や駅から病院など、日常的に訪
れる場所までの鉄道・バスの路線名や発着時刻、乗車
料金などを記載したポケットサイズの個人用時刻表を
作成し、配布します。
他申し込みから約１週間後に郵送、メー
ル、または、交通政策課、各総合事務
所、バス案内所・営業所でお渡しします　 
申申込用紙に必要事項を記入し交通政策
課、市民課、各総合事務所、南・北出張

所、バス案内所・営業所へ。申込用紙は申込先、市役
所木田第一庁舎にあるほか、市ホームページからダウ
ンロードできます
●上越市内公共交通総合時刻表を配布しています
　３月16日㊏の列車のダイヤ改正や４月１日㊊の路
線バスの運行時刻の改正を反映した「上
越市内公共交通総合時刻表」を、市役所
木田第一庁舎、各総合事務所、南・北出
張所、バス案内所などで配布しているほ
か、市ホームページに掲載しています。

詳しくは詳しくは

　市内では、今年に入り複数の住宅が焼失する火災が相次いで発生しています。
　住宅火災の多くは、ちょっとした不注意や気のゆるみから発生します。家庭や地域を火災から守る
ため、４つの習慣・６つの対策を実行しましょう。
住宅防火	いのちを守る	10のポイント
●４つの習慣
①寝たばこは絶対にしない、させない。
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
③コンロを使うときは火のそばを離れない。
④コンセントはほこりを掃除し、不必要なプラグは抜く。
●６つの対策
① 火災の発生を防ぐために、ストーブやコンロなどは

安全装置の付いた機器を使用する。
② 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期

的に点検し、10年を目安に交換する。
③ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、

衣類およびカーテンは、防炎品を使用する。
④ 火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置

し、使い方を確認しておく。

⑤ 高齢者や身体の不自由な人は、避難経路と避難方法
を常に確保し、備えておく。

⑥ 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域
ぐるみの防火対策を行う。

問危機管理課（☎025-520-5667）、上越地域消防
局予防課（☎025-545-0230）
住宅用火災警報器は10年経ったら取替えを

　電池切れや内部の電子部品の劣化などで故障する住
宅用火災警報器が増加しています。本体の設置年月日
を確認し、設置から10年近くが経過したものは、新
しいものへ本体ごと交換しましょう。また、寝室や階
段のほか、台所への設置も効果的です。
　交換する警報器はより安全性の高い「連動型」がお
勧めです。
問上越地域消防局予防課（☎025-545-0230）

春季火災予防運動	
期　間 　４月１日㊊～７日㊐　　 防火標語 　「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」
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も
よ
お
し

旧
今
井
染
物
屋 

春
の
手
仕
事
展

　
バ
テ
ン
レ
ー
ス
を
は
じ
め
と
し

た
職
人
・
手
仕
事
作
家
に
よ
る
制

作
実
演
や
制
作
体
験
、
作
品
の
展

示
販
売
を
行
い
ま
す
。

時
４
月
６
日
㊏
、
７
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
４
時　
費
入
館
無
料（
体

験
は
料
金
別
途
）　
他
駐
車
場
＝

旧
今
井
染
物
屋
裏　
所
問
旧
今
井

染
物
屋
（
☎
０

２
５・５
２
０・

９
７
８
８
）

音
楽
で
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ

「
オ
ー
レ
ン
ピ
ア
ノ
」

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

に
ス
ト
リ
ー
ト
ピ

ア
ノ
を
設
置
し
ま

す
。

時
４
月
20
日
㊏
、
５
月
25
日
㊏
、

６
月
22
日
㊏
、
７
月
20
日
㊏
、
８

月
24
日
㊏
、
９
月
28
日
㊏
、
10
月

26
日
㊏
、
11
月
16
日
㊏
の
午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　
定
１

人
（
組
）
15
分
以
内
（
要
事
前
予	

約
）　
所
申
問
演
奏
日
時
の
予
約

は
４
月
１
日
㊊
午
前
９
時
以
降
に

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
（
☎
０
２
５
・

５
２
５
・
１
３
１
１
）

イノシシなどの野生鳥獣による農作物被害への対策
 問合せ…農村振興課（☎025-520-5755、FAX025-526-6185、 nousonshinkou@city.joetsu.lg.jp）

小川未明文学館からのお知らせ
 申し込み・問合せ…小川未明文学館（高田図書館内、☎025-523-1083）

●農作物等鳥獣被害調査にご協力を
　電気柵の設置や捕獲活動などの対策を講じる上で重要な基礎データとなりますので、４月１日㊊～11月30日
㊏の間に被害を確認した場合は下記のとおり報告してください。
調査範囲 市内農家組合の範囲
調査対象 農作物全般（畑作物、果樹および家庭菜園を含む）、農地および農業用施設
調査方法 別途配布する調査票に被害状況を記入し、発生の都度、随時報告（ファクシミリ・メール可）
報告先・期限 12月２日㊊までに農村振興課または各総合事務所
●有害鳥獣を捕獲しています
　農作物の被害を防ぐため、（一社）新潟県猟友会の市内６支部が年間を通して、イ
ノシシなどの有害鳥獣の捕獲を実施しています。猟銃やわなを使用しますので、見か
けても近づかないでください。住宅地や人が多く集まる場所では実施していません。
※ 猟友会員は、捕獲活動時にオレンジ色の帽子とベストを着用しています。捕獲活動

を行う際は、実施者が関係する町内会に周知します。
※わなの設置場所には、設置者の住所・氏名などを掲示しています。
●鳥獣侵入防止用電気柵に触らないで！～設置者は正しい設置を～
　野生動物による農作物被害を防ぐために設置された設備です。電気柵の危険表示に注意し、電線には絶対に触
れないでください。
設置者が行う安全対策
・見やすいように適当な間隔（100ｍ程度）で、危険である旨の表示をする
・電源は必ず電気柵用電源装置から取る
・30V以上の電源（家庭用コンセントなど）を使用する場合は、必ず漏電遮断器を設置する
・電気柵機材の盗難防止対策を行う
●鳥獣の出没しにくい環境づくりを
　屋外に放置された野菜くずや収穫されない不用な柿などは、イノシシやクマをおびき寄せます。集落内でその
ような場所がないか点検し、野生鳥獣の餌となるものは取り除いてください。
●鳥獣捕獲の担い手を募集
　狩猟免許取得経費の補助など、各種支援制度を用意していますので、積極的に活用してください。

●４月から開館時間を短縮します
時開館時間＝年間を通じて午前10時～
午後６時　※市民ギャラリーはこれまで
どおり平日は午後７時まで利用可能（６
～９月は午後８時まで）
●小川未明文学館	令和６年度童話創作講座（初心者向け）
時①童話の基礎と基本的な書き方＝５月26日㊐　②
創作技術の高め方・作品提出（2,000字以内）＝６
月23日㊐　③合評と講評・まとめ＝７月28日㊐　※
いずれも午後２時～４時（全３回）　所高田図書館　 

定15人（抽選）　対全３回参加できる人　
費千円（全３回分）※高校生以下は無料　
講牧野節子さん（児童文学作家）　
申問４月26日㊎まで
●未明童話と親しもう
　未明童話を月替わりで１作品ず
つ冊子にして配布します。同時配
布のシールを集めると、文学館の
グッズをプレゼントします。
対幼児～小学生

捕獲用わな（例）

詳しくは 詳しくは

詳しくは
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越
後
高
田
町
家
三
昧

　
地
元
ガ
イ
ド
が
、
町
家
の
建
物

の
特
徴
を
は
じ
め
、高
田
の
雁
木・

町
家
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

時
４
月
６
日
㊏
、
７
日
㊐
午
前
11

時
～
午
後
２
時　
所
高
田
小
町（
本

町
６
）　

問
文

化
振
興
課
（
☎

０
２
５
・
５
２

０・５
６
２
９
）

高
田
城
三
重
櫓
の
開
館
と

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
（
４
月

27
日
㊏
～
５
月
６
日
㊊
・
振
）
は

休
ま
ず
開
館
し
ま
す
。

●
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

時
日
没
～
午
後
９
時　
問
歴
史
博

物
館
（
☎
０
２

５
・
５
２
４
・

３
１
２
０
）

第
26
回
上
越
市
み
ど
り
の 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
木
や
植
物
を

用
い
た
工
作
体

験
や
、
花
苗
・

飲
食
物
を
販
売

し
ま
す
。

時
４
月
27
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

３
時　
所
高
田
城
址
公
園
芝
生
広

場　
問
上
越
市
み
ど
り
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局（
都

市
整
備
課
内
、
☎
０
２
５
・
５
２

０
・
５
７
６
６
）　

●
緑
化
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出

店
者
を
募
集
（
14
区
画
）

費
１
区
画
＝
５
０
０
円　
申
４
月

25
日
㊍
ま
で
に
問
合
せ
先

●
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
者
を
募

集
（
５
区
画
程
度
）

申
４
月
12
日
㊎
ま
で
に
問
合
せ
先

施
設
の
オ
ー
プ
ン

●
交
通
公
園
ゴ
ー
カ
ー
ト

時
○
営
業
日
＝
４
月
６
日
㊏
～

11
月
30
日
㊏
の
間
の
土
・
日
曜

日
、
祝
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時　
※
７
月
25
日
㊍
～
８
月
25
日

㊐
の
間
は
月
曜
日
を
除
き
毎
日
営

業　
費
子
ど
も
１
回
１
１
０
円
、

大
人
１
回
２
１
０
円　
対
１
人
乗

り
＝
小
学
３
年
生
以
上
（
３
歳
～

小
学
２
年
生
は
中
学
生
以
上
と
２

人
で
乗
車
）
※
３
歳
未
満
は
乗
車

不
可　
問
都
市

整
備
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
７
６
６
）

●
南
葉
高
原
キ
ャ
ン
プ
場

時
４
月
27
日
㊏
～
11
月
３
日
㊐
・

㊗　
申
問
４
月
26
日
㊎
ま
で
＝
く

び
き
野
森
林
組
合
（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
６
２
０
０
）、
４
月
27

日
㊏
以
降
＝
南
葉
高
原
キ
ャ
ン
プ

場
南
葉
ロ
ッ
ジ

（
☎
０
２
５
・

５
２
４
・
９
０

４
６
）

上
越
市 

春
の
地
域
ク
ラ
ブ
フ
ェ
ア

　
子
ど
も
た
ち

と
地
域
ク
ラ
ブ

と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
促
す
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
活

動
の
Ｐ
Ｒ
や
体

験
会
の
ほ
か
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な

ど
が
出
店
し
ま
す
。

時
５
月
11
日
㊏
午
前
10
時
～
午
後

４
時　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上

越　
他
体
験
内
容
に
よ
り
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
が
必
要　
問
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・

９
２
４
６
）
ま
た
は
社
会
教
育
課

（
☎
０
２
５
・

５
４
５
・
９
２

５
４
）

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
展
示 

「
出
土
品
か
ら
た
ど
る
奈
良
～ 

平
安
時
代
の
上
越
」

　
11
月
に
開
催
予
定
の
「
こ
し
の

く
に
国
府
サ
ミ
ッ
ト
in
上
越
」
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
光
る
君
へ
」

に
ち
な
み
、
市
内
の
遺
跡
の
出
土

品
や
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
通
じ
て

奈
良
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
上
越

を
紹
介
し
ま
す
。

時
３
月
29
日
㊎
～
令
和
7
年
３
月

28
日
㊎　
問
文
化
行
政
課
（
☎
０

２
５
・
５
４
５
・
９
２
６
９
）

じ
ょ
う
え
つ
歴
史
講
座 

春
日
山
講
座
１ 

い
ざ
本
丸
へ
！
令
和
の
城し

ろ
普ぶ
請し

ん 

「
土
の
一
袋
運
動
」

　
春
日
山
城
跡
の
保
全
活
動
と
し

て
、
三
の
丸
跡
か
ら
本
丸
跡
へ
城

跡
の
修
復
に
用
い
る
土
を
運
び
ま

す
。
荒
天
時
は
、
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
の
見
学
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
４
月
20
日
㊏
午
前
９
時
～
正

午　
所
集
合
＝
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー　
対
小
学
生
以
上　
定
50
人

（
申
込
順
）　
申
問
４
月
８
日
㊊
以

降
に
文
化
行
政

課（
☎
０
２
５・

５
４
５
・
９
２

６
９
）

歴
史
博
物
館
特
集
展
示 

「
高
田
盲
学
校
資
料
展
」

　
日
本
で
三
番
目
の
盲
学
校
と
し

て
設
立
さ
れ
、
視
覚
障
が
い
者
教

育
の
先
駆
け
と
な
っ
た
高
田
盲
学

校
の
歴
史
や
貴
重
な
教
材
資
料
に

つ
い
て
、
当
館
が
参
画
し
た
文
化

庁
関
係
事
業
の
成
果
と
と
も
に
紹

介
し
ま
す
。

時
３
月
29
日
㊎
～
６
月
16
日
㊐
＝

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
４
月
以

降
の
観
桜
会
会
期
中
は
午
後
７
時

ま
で
）、休
館
日
は
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）
※
観
桜
会

会
期
中
は
無
休　
費
一
般
５
１
０

円
、
小
学
生
～
高
校
生
２
６
０
円　

※
幼
児
と
市
内
小
・
中
学
生
は
無

料　
所
問
歴
史

博
物
館
（
☎
０

２
５・５
２
４・

３
１
２
０
）

親
子
運
動
あ
そ
び
教
室

　
親
子
で
一
緒

に
組
運
動
や

ボ
ー
ル
、
タ
オ

ル
を
使
っ
た
運

動
遊
び
を
行
い

ま
す
。

時
５
月
19
日
㊐
午
前
10
時
～
11

時　
所
高
田
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

	

対
３
～
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者　

定
15
組
（
抽
選
）　
費
２
０
０
円

（
１
組
２
人
分
）　
申
問
４
月
25
日

㊍
ま
で
に
、
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た

は
応
募
フ
ォ
ー
ム
で
ス
ポ
ー
ツ
推	

進
課
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・	

９
２
４
６
、

sports-k@
city.joetsu.
lg.jp

）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは
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小
説「
ゆ
う
び
ん
の
父
」出
版
記
念 

門か
ど
井い

慶よ
し
喜の

ぶ
講
演
会

　
郷
土
の
偉
人
・
前
島
密ひ

そ
か

を
描
い

た
連
載
小
説「
ゆ
う
び
ん
の
父
」の

作
者
を
招
き
、
講
演
を
開
催
し
ま 

す
。
会
場
で
は
前
島
密
に
関
す
る

パ
ネ
ル
展
、
グ
ッ
ズ
販
売
な
ど
も

行
い
ま
す
。

時
５
月
11
日
㊏
午
後
２
時
～　

	

所
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ　
定
３
０

０
人
（
抽
選
）　

講
門
井
慶
喜

氏　
申
問
４
月
19
日
㊎
（
必
着
）

ま
で
に
、
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル

で
「
門
井
慶
喜
講
演
会
希
望
」
と

し
て
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
前
島
記
念
館
（
☎

０
２
５
・
５
２
４
・
５
５
５
０
、

〒
943
・
0119	

下
池
部
１
３
１
７
・
１
、

m
aejim

akan@
sky.plala.

or.jp

）
に
送

付　
※
午
前
９

時
～
午
後
４

時
、
月
曜
休
館

坂
口
記
念
館「
坂
口
謹
一
郎

博
士
と
酒
と
つ
ば
き
の
祭
典
」

　
坂
口
謹
一
郎
博
士
が
愛
し
た
雪

椿
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

時
４
月
１
日
㊊
～
21
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
４
時　
※
期
間
中
休
館

日
な
し　
費
３
１
０
円
（
中
学
生

以
下
無
料
）　

※
６
日
㊏
、
７
日

㊐
は
入
館
無
料　
所
問
坂
口
記
念

館（
☎
０
２
５・

５
３
０
・
３
１

０
０
）

牧
ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
施
設

「
う
ぐ
い
す
餅
作
り
体
験
」

時
４
月
21
日
㊐
午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時　
所
牧
ふ
れ
あ
い
体

験
交
流
施
設　
定
15
人
（
抽
選
）　

費
１
５
０
０
円　
申
問
４
月
16
日

㊋
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
も
ぎ
の

会
（
牧
ふ
れ
あ
い
体
験
交
流
施
設

内
、
☎
０
２
５
・
５
２
９
・
３
１

５
０
）

正
善
寺
工
房 

「
加
工
体
験
教
室
」

申
問
申
し
込
み
方
法
や
定
員
な
ど

詳
し
く
は
、
正
善
寺
工
房
（
☎
０

２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
み
そ
作
り
教
室

時
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
30
分
～　

費
４
５
０
０
円（
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
～
）

●
春
の
和
食
料
理
教
室（
減
塩
レ
シ
ピ
）

時
４
月
12
日
㊎
午
前
10
時
～　

費
２
０
０
０
円

●
そ
ば
打
ち
教
室

時
４
月
13
日
㊏
午
前
９
時
30
分
～　

費
２
２
０
０
円

●
寄
せ
植
え
教
室

時
４
月
17
日
㊌
午
後
１
時
30
分
～　

費
３
０
０
０
円

●
簡
単
な
パ
ン
作
り
教
室

時
４
月
24
日
㊌

午
前
10
時
～　

費
１
８
０
０
円

坊
ヶ
池 

野
鳥
か
ん
さ
つ
教
室

時
４
月
29
日
㊊
・
㊗
、
６
月
８
日

㊏
、
10
月
５
日
㊏
の
午
前
９
時

～
正
午　
所
ビ
ュ
ー
京
ケ
岳
駐

車
場　
対
小
学
４
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴　
定
20
人
（
抽
選
）　 

費
小
・
中
学
生
１
２
０
円
、
大
人

７
２
０
円（
全
３
回
分
）　
申
問
４

月
24
日
㊌
ま
で
に
清
里
地
区
公
民

館
（
清
里
区
総
合
事
務
所
内
、
☎

０
２
５
・
５
２
８
・
３
１
１
１
）

令
和
６
年
度 

生
活
日
本
語
教
室

　
外
国
人
市
民
を
対
象
と
し
た
基

本
的
な
日
本
語
や
日
本
の
文
化
を

学
ぶ
教
室
で
す
。

所
市
民
プ
ラ
ザ
、
頸
城
地
区
公
民

館
南
川
分
館
な
ど　
他
詳
し
い
日

時
や
場
所
、申
込
方
法
な
ど
は（
公

社
）
上
越
国
際
交
流
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い　

問（
公
社
）上
越
国
際
交
流
協
会

（
☎
０
２
５・５

２
７
・
３
６
１

５
）

オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー 

連
続
講
座「
す
く
す
く
プ
ラ
ザ
第
１
期
」

時
①「
こ
ど
も
の
食
事
ど
う
し
て

る
？
」＝
５
月
15
日　
②「
何
を
し

て
遊
ん
で
い
る
の
？
」＝
５
月
29

日　
③「
こ
れ
か
ら
何
が
心
配
？
」

＝
６
月
19
日
い
ず
れ
も
水
曜
日

の
午
前
10
時
～
11
時
（
全
３
回
）　

対
令
和
５
年
１
月
～
４
月
生
ま

れ
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者　

 

定
15
組
（
抽
選
）　
所
申
問
４
月

24
日
㊌
ま
で
に
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
・

５
２
５
・
０
３
５
５
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

「
提
供
会
員
養
成
講
座
」

　
子
育
て
を
応
援
す
る
会
員
と
し

て
必
要
な
知
識
を
学
び
ま
す
。
講

座
終
了
後
、
子
ど
も
の
預
か
り
や

送
迎
な
ど
を
行
う
提
供
会
員
に
登

録
で
き
ま
す
。

時
５
月
16
日
㊍
、
20
日
㊊
、
22
日

㊌
、
23
日
㊍
の
午
前
９
時
～
正

午
（
全
４
回
。
初
回
の
み
午
前
11

時
30
分
ま
で
）　
所
市
民
プ
ラ
ザ　

定
30
人
（
抽
選
）　
申
問
５
月
８

日
㊌
ま
で
に
上
越
市
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
５・

５
２
１
・
４
０
１
０
）

保
育
ル
ー
ム
あ
り

対
６
カ
月
～
就

園
前　
定
５
人
（
抽
選
）

上
越
市
立
水
族
博
物
館 

「
う
み
が
た
り
」の
も
よ
お
し

所
問
上
越
市
立
水
族
博
物
館
（
☎

０
２
５・５
４
３・２
４
４
９
、

info@
um
igatari.jp

）

●
鈴
木
香か

里り

武ぶ

×
う
み
が
た
り

　
ご
き
げ
ん
よ
う
ぎ
ょ
展

　
岸
壁
幼
魚
採
集

家
・
幼
魚
水
族
館

長
の
鈴
木
香
里
武

氏
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
魚
の

子
ど
も
「
幼
魚
」

を
テ
ー
マ
に
、
見
て
、
感
じ
て
、

遊
ん
で
、学
べ
る
、特
別
展
で
す
。

時
６
月
９
日
㊐
ま
で

●
マ
ン
ス
リ
ー
水
槽
４
月

　
「
ヌ
タ
ウ
ナ
ギ
」

　
ヌ
タ
ウ
ナ
ギ
の
特
殊
な
生
態
や

ヌ
タ
ウ
ナ
ギ
を
使
用
す
る
料
理
や

工
芸
品
を
紹
介
し
ま
す
。

時
４
月
３
日
㊌
～
29
日
㊊
・
㊗

●
エ
コ
も
っ
と
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ

　
海
岸
清
掃
活
動
を
し
な
が
ら
、

う
み
が
た
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
漂

着
物
な
ど
が
与
え
る
生
き
も
の
へ

の
影
響
を
解
説
し
ま
す
。

時
４
月
７
日
㊐
午
前
11
時
～（
30
分

程
度
）　
所
船
見
公
園　
他
持
ち

物
＝
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
、長
靴
、軍

手
、帽
子
、飲
み
物

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは
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オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル

「
み
ず
す
ま
し
の
会
」

時
毎
月
第
１
日
曜
日（
4
月・5
月・

9
月
・
令
和
７
年
1
月
は
第
２
日

曜
日
）
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11

時　
対
心
身
に
障
害
が
あ
る
人
、

そ
の
介
助
者　
定
20
組（
申
込
順
）　

費
入
館
料　
申
問
開
催
日
の
7
日

前
ま
で
に
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー

ル（
☎
０
２
５・

５
２
４
・
３
１

３
０
）

上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

も
よ
お
し

申
問
上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎

０
２
５
・
５
２
５
・
４
１
１
９
）

※	

日
時
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
陸
上
競

技
や
水
泳
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

ポ
ー
ツ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
春
季
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
園
児
・
小
学
生
向
け
の
教
室
か

ら
シ
ニ
ア
向
け
の
健
康
体
操
、
成

人
向
け
の
ヨ
ガ
教
室
な
ど
、
幅
広

い
年
代
を
対
象

と
し
た
運
動
教

室
で
す
。

小
川
未
明
生
誕
祭
＆ 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

　
日
本
近
代
童
話
の
父
・
小
川
未

明
の
生
誕
を
祝
い
、
生
誕
の
地
碑

へ
の
献
花
式
を
行
い
ま
す
。
式
典

後
は
、
高
田
小
町
に
移
動
し
記
念

講
演
を
行
う
ほ
か
、
能
登
半
島
地

震
の
被
災
者
支
援
を
目
的
と
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

時
４
月
７
日
㊐
午
前
10
時
～
正
午

（
バ
ザ
ー
は
正
午
～
午
後
１
時
）　

所
集
合
＝
小
川
未
明
生
誕
の
地
碑

前（
幸
町
２
）　
講
小お

埜の

裕ゆ
う

二じ

氏（
上

越
教
育
大
学
教
授
）
ほ
か　
問
日

本
近
代
童
話
の
父	
小
川
未
明
顕

彰
会
（
事
務
局
＝
文
化
振
興
課
、

☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
２

８
）認

知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
つ
ど
い
」

　
認
知
症
の
人
や
介
護
家
族
、
認

知
症
の
介
護
に
関
心
が
あ
る
人
で

情
報
交
換
や
悩
み
な
ど
を
聞
き
ま

す
。

時
4
月
20
日
㊏
午
後
1
時
30
分

～
３
時
30
分　
所
市
民
プ
ラ
ザ　

	

費
２
０
０
円　
問
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
新
潟
県
支
部
上
越
地
区

田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
１
４
２

３
・
０
６
７
５
）

正
善
寺
古
道
散
策
会「
カ
タ
ク
リ
の
里

と
の
ろ
し
砦と

り
で

と
山
菜
狩
り
と
」

　
正
善
寺
地
区
周

辺
の
古
道
を
歩

き
、
宇
津
尾
砦
や

ト
ヤ
峰
砦
な
ど
を

巡
り
ま
す
。

時
４
月
21
日
㊐
午
前
８
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分　
所
集
合
＝
正
善

寺
工
房
駐
車
場　
対
小
学
生
以
下

は
保
護
者
が
同
伴　
定
30
人
（
申

込
順
）　
費
大
人
２
５
０
０
円
、

中
学
生
以
下
５
０
０
円　
他
服
装

＝
山
歩
き
が
で
き
、
天
候
に
対
応

で
き
る
も
の　
申
問
４
月
４
日
㊍

～
14
日
㊐
の
間
に
、
住
所・氏
名・

年
齢
・
連
絡
先
を
、
上
越
市
正
善

寺
地
区
指
定
棚
田
地
域
振
興
協
議

会
の
内
田
さ
ん
へ
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
（
☎
０
２
５
・
５
２
５
・

８
３
９
８
、

uchi3301357@
yahoo.co.jp

）

春
の
植
物
観
察
会

　
上
越
市
自
然
環
境
保
全
地
域
で

あ
る
五
智
公
園
内
の
植
物
を
専
門

家
と
共
に
観
察
し
、
植
物
の
特
性

や
、
自
然
と
の
関
わ
り
方
を
学
び

ま
す
。

時
４
月
21
日
㊐
午
前
9
時
～
11
時　

所
交
通
公
園
隣
の
駐
車
場
に
集
合　

問
五
智
公
園
を
育
て
る
会
の
石
野

さ
ん
（
☎
０
２
５
・
５
４
３
・
６

０
４
０
）

春
季 

初
中
級
テ
ニ
ス
教
室

時
５
月
１
日
㊌
以
降
の
水
曜
日
、

午
後
７
時
～
９
時
（
全
10
回
）　

所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越　

	

対
18
歳
以
上　
定
30
人
（
抽
選
）　	

費
９
千
円
（
保
険
料
込
み
）　	

申
問
往
復
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
ま
た
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
4

月
22
日
㊊
ま
で
に
上
越
市
テ
ニ
ス	

協
会
の
植
木
さ
ん
（
〒
943・0834	

西

城
町
２・４・８
、
☎・FAX
０
２
５・

５
２
６・１
８
３
７
）　
他
ラ
ケ
ッ

ト
を
持
っ
て
い

な
い
人
に
は
貸

し
出
し
ま
す

上
越
弓
道
連
盟「
弓
道
教
室
」

時
５
月
20
日
～

７
月
24
日
ま
で

の
毎
週
月
・
水

曜
日（
全
20
回
）

午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
７
時
～
９
時
の
い
ず
れ

か　
○
見
学
会
＝
４
月
15
日
㊊
、

17
日
㊌
の
午
前
10
時
～
、
午
後

７
時
～　
所
高
田
城
址
公
園
弓
道

場　
対
高
校
生
以
上　
定
○
午
前

の
部
＝
10
人　
○
午
後
の
部
＝
15

人　
費
１
万
円
（
弓
道
具
、
会
場

使
用
料
を
含
む
）
※
保
険
料
別
途　

	

他
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

靴
下
ま
た
は
白
足
袋
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物　
申
見
学
会
に
出
席
し
て

申
し
込
み　
問
上
越
弓
道
連
盟
の

阿
部
さ
ん
（
☎
０
２
５・５
２
３・

５
７
７
７
）
※
電
話
は
午
前
の
み

救
命
講
習

所
上
越
地
域
消
防

局　
申
問
上
越
消

防
署（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
０
１
１

９
）

●
普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除

去
、
止
血
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
４
月
21
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午　

定
30
人
（
抽
選
）　
申
４
月
７
日

㊐
ま
で

●
上
級
救
命
講
習

　
乳
児
、
小
児
を
含
む
心
肺
蘇
生

法
、
異
物
除
去
、
止
血
法
お
よ
び

搬
送
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

時
５
月
11
日
㊏
午
前
９
時
～
午
後

５
時
30
分　
定
30
人
（
申
込
順
）　

申
４
月
22
日
㊊
～
28
日
㊐

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは
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定
額
減
税
制
度
に
関
す
る

説
明
会

　
源
泉
徴
収

義
務
者
を
対

象
に
、
６
月

か
ら
実
施
予

定
の
定
額
減

税
制
度
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
信

中
の
動
画
と
同
じ
内
容
で
す
。

時
４
月
10
日
㊌
、
22
日
㊊
、
５
月

13
日
㊊
の
午
前
10
時
〜
、
午
後
１

時
30
分
〜
（
１
日
２
回
）　
所
市

民
プ
ラ
ザ　
定
各
回
70
人
（
申
込

順
）　
申
国
税
庁
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

か
ら　
問
高
田
税
務
署
法
人
課
税

第
一
部
門
（
☎

０
２
５
・
５
２

３・８
５
２
２
）

上
越
教
育
大
学
公
開
講
座

申
問
上
越
教

育
大
学
研
究

連
携
課
（
☎

０
２
５
・
５

２
１
・
３

６
６
４
、

chiiki@
juen.ac.jp

、
FAX
０
２
５
・
5
2

１
・
３
６
２
１
）

●
楽
し
い
体
操
教
室
Ａ
コ
ー
ス

対
小
学
校
低
学
年　
費
２
６
０
０

円●
楽
し
い
体
操
教
室
Ｂ
コ
ー
ス

対
小
学
校
中
・
高
学
年　
費
２
６

０
０
円

●
オ
イ
ラ
ー
の
等
式

費
一
般
６
２
０
０
円
、
高
校
生
３

１
０
０
円

●
脂
肪
を
効
果
的
に
減
ら
す
た
め

に
必
要
な
運
動
の
「
き
つ
さ
」

を
知
ろ
う

費
一
般
５
２
０
０
円
、
高
校
生
以

下
２
６
０
０
円

●
中
・
高
校
生
の
た
め
の

　
独
唱
講
座

費
３
６
０
０
円

上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

○
２
級
建
築
士
（
受
験
）

○
第
２
種
電
気
工
事
士
（
学
科
・

実
技
）

○
パ
ソ
コ
ン
入
門

○
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン

○
ワ
ー
ド
基
礎

○
日
商
簿
記
検
定
（
初
級
）

○
機
械
要
素

申
問
上
越
人
材

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５・５

２
３・２
６
９
０
）

詳しくは詳しくは

定額減税特設サイト

上越科学館のもよおし
申し込み・問合せ…上越科学館（☎・FAX025-544-3939、 kagakukan@jscience.jp）

上越文化会館のもよおし
ところ・申し込み・問合せ…上越文化会館（☎025-522-8800）

●科学工作教室「カラフルソープをつくってみよう」
時４月20日㊏午後２時～３時30分　所上越科学館　
対小学生以上（小学３年生以下は保護者の同伴が必要）　
定20人（申込順）　費500円（入館料別途）　申４月６
日㊏以降
●野鳥観察教室～春の春日山探鳥ウォーク～
時５月12日㊐午前５時30分～７時（予定）　所春日山
神社上杉謙信公銅像前　対小学生以上（小学生は保護者
の同伴が必要）　定20人（抽選）　費小・中学生300円、
高校生以上500円　申５月１日㊌まで
●ひよこの誕生
　生まれたばかりのひよこの様子を観察します。
時４月７日㊐まで（展示解説＝午前11時
～、午後１時～、３時～　各回15分程度）　
所上越科学館　費観覧や展示解説は無料（入
館料別途）

●尾崎裕
ひろ

哉
や

＆宮本貴
たか

奈
な

　Bouquet Songs Concert
時４月７日㊐午後３時開演　定500人　費５千円
（全席指定、チケット販売中）
※未就学児入場不可
●松浦航大＆よよよちゃん
　令和最強！歌まね スペシャルライブ
　ものまね界
を席巻する２
人による歌ま
ねライブです。
時７月20日㊏
午後２時開演　
費プレミアム席５千円、一般４千円、高校生以下
３千円（全席指定、チケット発売日４月27日㊏）
※未就学児入場可

詳しくは
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上越清里星のふるさと館のもよおし
 申し込み・問合せ…４月５日㊎～各講座の開催前日までに上越清里星のふるさと館（☎025-528-7227）

●オープニングイベント
　４月１日㊊のオープンを記念して、無料天文工作や
観望会を開催します。プラネタリウムでは新番組を上
映します（予定）。※申し込み不要。
時４月５日㊎～７日㊐
●大人の天文教室
　天文の基礎学習や、望遠鏡の操作とプラネタリウム
による星空観望により、星空と宇宙について学びます。

（全８回）
時４月21日㊐、５月26日㊐、６月９日㊐、７月15日㊊・
㊗、８月25日㊐、９月８日㊐、10月27日㊐、11月
24日㊐の午後４時～10時（夕食持参）　対20歳以上

（年間を通して参加できる人）　定10人程度（申込順）　
費年間500円
●天体写真に挑戦
　デジタルカメラを用いた天体撮影と画像処理を行います。
時５月12日㊐、６月２日㊐、６月30日㊐、７月28日㊐、
９月１日㊐、９月29日㊐、10月６日㊐、11月10日㊐ 
の午後７時～10時（全８回）　対○星景写真コース＝

カメラを持参できる人　○天体写真コース＝カメラと
望遠鏡を持参できる人（いずれも年間を通して参加で
きる人（中学生以下は保護者同伴）　定各コース10人
程度（申込順）　費年間500円
●くしりん親子星空教室
　親子で望遠鏡やプラネタリウムによる星空観察を行
い、星空と宇宙を学びます（各４回）。
○ぎんがコース
時５月11日㊏、７月６日㊏、９月14日㊏、11月16日
㊏の午後６時30分～（１～２時間程度）　対小学１
～３年生とその保護者（年間を通して参加できる人） 
定親子10組程度（申込順）　費１家族年間500円
○銀河コース
時６月１日㊏、７月13日㊏、９月７日㊏、11月23日
㊏・㊗の午後６時30分～（１～２時間程度）　対小学
４年生～中学３年生とその保護
者（年間を通して参加できる人）
定親子10組程度（申込順）　費１
家族年間500円

詳しくは

くわどり市民の森のもよおし
 ところ・申し込み・問合せ…くわどり市民の森管理棟（☎090-5775-1208）

　４月27日㊏からくわどり市民の森がオープンします。
対小学生以下は保護者同伴
●春の森散策会
時４月29日㊊・㊗午前９時～午後３時
30分　所集合＝くわどり湯ったり村駐
車場　定20人（申込順）　講野

や
紫
し

木
き

洋さ
ん（日本哺乳類学会会員）　費500円（未
就学児は無料）　申４月５日㊎～26日㊎
●ゴールデンウィーク特別イベント
　散策イベントや森のクラフト体験、焚
き火で焼きマシュマロ体験などが楽しめ
ます。
時５月３日㊎・㊗～６日㊊・ 振 午前10
時～午後４時　費100～500円（体験内
容により異なる）

●野鳥観察会
時５月11日㊏午前８時～正午　所集合＝くわどり湯っ
たり村駐車場　定20人（申込順）　講古川弘

ひろし
さん（上

越探鳥の会）　費500円（未就学児は無料）　他双眼鏡
を持参　申４月５日㊎～５月８日㊌
●春の植物観察会
時５月18日㊏午前９時～午後３時30分　所集合＝く
わどり湯ったり村駐車場　定20人（申込順）　講谷友

とも

和
かず

さん（上越教育大学准教授）　費500円（未就学児
は無料）　申４月５日㊎～５月15日㊌
●無料送迎バス運行
　くわどり湯ったり村と市民の森管理棟
を往復する無料送迎バスを運行します。
時土・日曜日、祝日の午前10時～午後
４時の間、１時間おきに運行

詳しくは
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2024熱気球ホンダグランプリ第１戦　佐久バルーンフェスティバル2024
　長野県内最大級の熱気球イベントで、全国トップレベルのパイロット約
40機が集結し、佐久の青空を舞台に熱い戦いが繰り広げられるほか、係留
体験などさまざまなイベントが行われます。
時５月３日㊎・㊗～５日㊐・㊗　所千曲川スポーツ交流広場（長野県佐久市
鳴
なる

瀬
せ

505-1）　問長野県佐久市観光課（☎0267-62-3285）

ROUTE日本海‒太平洋パートナー都市 からのお知らせ長野県佐久市

第26回藤岡ふじまつり
　350ｍのふじ棚や、45種類の藤を集めた見本園があります。祭り期間中は、
ふじの即売会、大道芸披露、コンサート、各種物産販売などのイベントを開催
します。
時４月20日㊏～５月６日㊊・ 振　※ライトアップ・イルミネーションは日
没～午後８時の間　所ふじの咲く丘・ふじふれあい館（群馬県藤岡市藤岡
2690-7）　問ふじふれあい館（☎0274-22-8111）

集客プロモーションパートナー都市 からのお知らせ群馬県藤岡市

詳しくは

詳しくは

募
　
　
集

地
方
創
生
に
取
り
組
む
団
体

「
上
越
市
ま

ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
推
進

協
議
会
」で
は
、

市
内
の
官
民
の

多
様
な
団
体
・
企
業
が
力
を
合
わ

せ
、
魅
力
的
な
仕
事
づ
く
り
や
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
の
実

現
、
ま
ち
の
活
性
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
協
議
会
に
参
加
し
、
各
団
体
と

の
情
報
共
有
や
連
携
、
市
補
助
金

な
ど
支
援
制
度
の
活
用
を
通
じ
、

と
も
に
上
越
市
の
地
方
創
生
に
取

り
組
む
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
継
続
し
た
活
動
実
績
の
あ
る
市

内
の
民
間
団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
企
業　

申
問
協
議
会
事
務
局
（
総
合
政
策

課
内
、
〒
943
・
8601	

木
田
１
・
１
・

３
、
☎
０
２
５
・
５
２
０
・
５
６

２
４
、

sou-
se
isa

k
u
@

city.joetsu.
lg.jp

）
地
域
外
国
人
支
援
協
力
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

　
主
に
集
住
地
域
に
居
住
す
る
外

国
人
市
民
を
、
通
訳
な
ど
で
支
援

し
ま
す
。

時
面
接
日
＝
４
月
10
日
㊌　
定
１

人　
他
○
勤
務
時
間
＝
午
前
９
時

～
午
後
４
時
を
基
本
と
す
る
週
30

時
間
・
週
５
日
勤
務　
○
報
酬
＝

16
万
７
３
０
０
円
／
月　
申
問
指

定
の
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書

に
職
務
経
歴
書
を
添
え
て
４
月
８

日
㊊
（
必
着
）
ま
で
に
多
文
化
共

生
課
（
☎
０
２

５
・
５
２
０
・

５
６
８
１
）

介
護
相
談
員

　
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所

な
ど
を
訪
問

し
、
利
用
者

の
相
談
な
ど

に
応
じ
ま
す
。

時
10
月
～
令
和
11
年
度　
対
指
定

の
研
修
を
受
講
し
、
毎
月
２
回
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
へ

行
く
こ
と
が
で
き
る
人　
定
１
人　

他
○
報
酬
＝
１
回
６
千
円
（
交
通

費
含
む
）　

○
選
考
＝
応
募
動
機

な
ど
を
考
慮　
申
問
４
月
15
日
㊊

～
４
月
26
日
㊎
（
必
着
）
ま
で
に

高
齢
者
支
援
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

０
４
）

詳しくは

詳しくは詳しくは
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古
文
書
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
古
文
書
な
ど

を
大
切
に
保
存

し
後
世
に
伝
え

る
た
め
、整
理・

目
録
作
成
作
業

を
行
い
ま
す
。

併
せ
て
古
文
書
解
読
の
基
礎
的
な

学
習
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

時
月
２
回
程
度　
所
清
里
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ　
問
公
文
書
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２

５
・
５
２
８
・

３
１
１
０
）

緑
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

「
花
う
え
隊
」

　
高
田
城
址
公

園
第
８
駐
車
場

（
高
田
郵
便
局

斜
め
向
か
い
）

に
あ
る
花
壇
の

花
の
植
え
込
み

な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
○
春
の
植
栽
＝
５
月
27
日
㊊　

○
秋
の
植
栽
＝
10
月
21
日
㊊

○
除
草
・
水
や
り
な
ど
の
花
壇
管

理
＝
５
月
～
10
月
の
間
に
７
回　

	

申
問
都
市
整
備

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
７

６
６
）

上
越
市
ス
ポ
ー
ツ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
運
営
を

補
助
し
ま
す
。

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
人
ま

た
は
団
体　
※
中
学
生
は
保
護
者

の
同
意
が
必
要　
申
問
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
（
☎
０

２
５・５
４
５・

９
２
４
６
）

え
ち
ご・く
び
き
野
１
０
０
㎞
マ
ラ
ソ
ン 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
２
次
募
集
）

　
10
月
13
日

㊐
に
開
催
す

る
大
会
の
運

営
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

定
１
０
０
人
程
度　
他
活
動
内
容

＝
会
場
設
営
、
荷
物
運
搬
・
整
理

な
ど　
※
主
催
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
に
加
入
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す　

	

申
問
６
月
28
日
㊎
ま
で
に
実
行
委

員
会
事
務
局
（
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

内
、☎
０
２
５・

５
２
０
・
９
１

２
７
）

大
島
ふ
る
さ
と
農
園
の
会
員

　
春
に
は
手

植
え
に
よ
る

「
田
植
え
」、

秋
に
は
「
稲

刈
り
」や「
は

さ
掛
け
」
が
体
験
で
き
ま
す
。
実

り
の
秋
に
は
１
区
画
当
た
り
新
米

60
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
進
呈
し
ま
す
。

対
大
島
区
以
外
に
在
住
す
る
人　

定
14
区
画
（
抽
選
）　
費
年
間
＝

３
万
６
４
６
０
円　
申
問
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
用
紙
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
浦
川
原
区
総
合
事
務
所
産
業

グ
ル
ー
プ
（
☎

０
２
５
・
５
９

９・２
３
０
２
）

上
越
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
の 

看
護
師
を
目
指
す
学
生
へ
の
助
成

　
上
越
地
域

医
療
セ
ン

タ
ー
病
院
の

看
護
師
を
目

指
す
学
生
に
、

授
業
料
な
ど

の
費
用
を
一

部
助
成
し
ま
す
。

対
４
月
１
日
㊊
以
降
、
看
護
師

養
成
施
設
に
在
学
し
て
い
る
人　

	

定
２
人　
時
○
交
付
期
間
＝
４
年

以
内（
卒
業
ま
で
の
最
短
修
学
年
）　

費
○
助
成
額
＝
月
額
５
万
円
以
内　

※
退
学
や
勤
務
年
数
が
規
定
に
達

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
助
成
の
停

止
や
返
還
が
生
じ
ま
す　
他
○
選

考
＝
書
類
審
査
、
面
接
（
面
接
日

は
申
請
者
に
通
知
）　
申
問
申
請

書
に
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付

の
上
、
４
月
１
日
㊊
～
15
日
㊊
の

間
に
地
域
医
療

推
進
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
７
０
０
）

戦
没
者
遺
族
に
よ
る 

慰
霊
巡
拝
事
業
参
加
者

　
厚
生
労
働
省
の
主
催
に
よ
り
、

旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
慰
霊
巡
拝

事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
域
ご
と

に
時
期
や
定
員
、
申
込
締
め
切
り

日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
戦
没
者
の
遺
族　
時
８
月
下
旬

～
令
和
７
年
３
月
上
旬　
所
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
共
和
国
、
東
部
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
国
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
北
ボ
ル
ネ
オ
、
ソ
ロ
モ

ン
諸
島
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和

国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄
島
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー　

	

申
問
新
潟
県
福
祉
保
健
総
務
課
援

護
恩
給
室
（
☎
０
２
５・２
８
０・

５
１
８
０
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは
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令和７年度採用　市職員募集	  申し込み・問合せ…人事課（☎025-520-5617）

●土木・建築の職種で採用試験を先行実施します
時第一次試験＝４月22日㊊～５月２日㊍の間に実施　所試験会場＝テストセ
ンター（全国のリアル会場またはオンライン会場）　申３月25日㊊～４月15
日㊊の間に、原則、市ホームページから電子申請

試験職種 募集人数 受験資格
（詳しくは試験案内書をご覧ください）

Ⅰ　種
（大学卒業程度）

土木 ６人程度 次のいずれかに該当する人
・平成５年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた人
・ 平成15年４月２日以降に生まれた人で、４年制大学を卒業した人また

は令和７年３月31日までに卒業する見込みの人建築 ２人程度

※６月に実施予定の職員採用試験（Ⅰ種）と併願できます。

●令和７年度採用	職員採用試験の実施予定
　試験日程は変更する場合があります。詳しくは、後日配布する試験案内書をご覧ください。

試験職種 試験案内書
配布開始日

第一次
試験日 説明会

Ⅰ　 種
（大学卒業程度）

一般行政、土木、建築、保健師、
臨床心理士・公認心理師、社会福祉士

４月26日㊎ ６月16日㊐ ４月27日㊏Ⅱ　種
（短期大学卒業程度）

保育士

民間企業等
職務経験者

一般行政、土木、建築、保健師

Ⅲ　種
（高校卒業程度）

一般行政、土木

７月29日㊊ ９月29日㊐
８月２日㊎（予定）

※ 詳しくは広報上越７月
号でお知らせします

障害のある人
（高校生を含む）

一般行政

技能労務職 自動車運転手

●職員採用説明会を開催します
　今年度の募集内容や応募方法のほか、市の組織や仕事について説明します。
時４月27日㊏午後１時30分～　所オンライン（WEB会議システム「Zoom」）で
開催　他参加の有無は、採用試験の合否に影響しません　申４月８日㊊～19日㊎
の間に、市ホームページから申し込み

詳しくは

詳しくは
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令和６年度　自衛官募集	  申し込み・問合せ…自衛隊新潟地方協力本部高田地域事務所（☎025-523-5519）

令和６年度　審議会などの委員募集の予定	

職　種 対象者 試験日 試験会場 募集期間

幹部候補生
（一般）

22歳以上26歳未満の人
（20歳以上22歳未満の人は大卒（見
込み含む）、修士課程修了者など（見
込み含む）は28歳未満の人）

１次 ６月22日㊏ 高田地域
事務所※ ４月24日㊌～

６月13日㊍２次 ７月30日㊋～
８月５日㊊

受付時に
お知らせ

キャリア
採用幹部

大卒以上の人で、応募資格に定めら
れた学部・専攻学科などを卒業後、
２年以上の業務経験のある人

陸上＝６月10日㊊
海上＝６月17日㊊
航空＝６月17日㊊～19日㊌

受付時に
お知らせ ５月17日㊎まで

技術曹 20歳以上の人で国家免許資格取得者
など

陸上＝６月７日㊎
海上＝６月14日㊎
航空＝６月12日㊌～14日㊎

受付時に
お知らせ ５月17日㊎まで

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の人

（32歳の人は、採用予定月の末日現
在、33歳に達していない人)

１次 ５月17日㊎～26日㊐ 高田地域
事務所※ ５月７日㊋まで

２次 ６月15日㊏～30日㊐ 高田駐屯地※

自衛官候補生
18歳以上33歳未満の人

（32歳の人は、採用予定月の末日現
在、33歳に達していない人)

受付時または各自衛隊地方協
力本部のホームページでお知
らせ

受付時に
お知らせ 随時受け付け

※受験人数次第で変更になる場合があります。

　市では、市民の皆さんの意見を市政運営に反映するため、審議会などの委員を公募しています。
詳しくは、広報上越や市ホームページなどでお知らせします（内容を変更する場合があります）。

名　称 募集時期 人数 任期など 開催回数 問合せ先
景観審議会 ４月 １人 ２年 年２回 都市整備課（☎025-520-5762）
福祉有償運送運営協議会 ５月 １人 ２年 年１回 福　祉　課（☎025-520-5694）
食育推進会議 ５月 ２人 ２年 年２回 農　政　課（☎025-520-5747）
情報公開・個人情報保護制度等審議会 ６月 １人 ２年 年２回 総　務　課（☎025-520-5603）
特別職報酬等審議会 ６月 ３人 ２年 年１回 人　事　課（☎025-520-5619）
都市計画審議会 ６月 ２人 ２年 年２回 都市整備課（☎025-520-5762）
公共事業評価監視懇談会 ７月 １人 １年未満 年１回 都市整備課（☎025-520-5762）
介護保険運営協議会 ８月 ３人 ３年 年２～５回 高齢者支援課（☎025-520-5704）
入札監視委員会 12月 ２人 ２年 年３回 契約検査課（☎025-520-5644）
環境政策審議会 令和７年１月 ３人 ２年 年２回 環境政策課（☎025-520-5689）
みんなで防犯安全安心まちづくり推進会議 令和７年１月 ２人 ２年 年１回 市民安全課（☎025-520-5661）
人にやさしいまちづくり推進会議 令和７年１月 １人 ２年 年２回 多文化共生課（☎025-520-5681）
男女共同参画審議会 令和７年１月 ２人 ２年 年２回 男女共同参画推進センター（☎025-527-3624）
健康づくり推進協議会 令和７年２月 ２人 ２年 年２回 健康づくり推進課（☎025-520-5840）
自殺予防対策連携会議 令和７年２月 １人 ２年 年２回 健康づくり推進課（☎025-520-5841）
学校適正配置懇談会 令和７年２月 ２人 ２年 年２回 教育総務課（☎025-545-9262）
公民館運営審議会 ※社会教育委員と兼務 令和７年２月 ２人 ２年 年３回 社会教育課（☎025-545-9245）
小林古径記念美術館運営委員会 令和７年２月 １人 ２年 年２回 小林古径記念美術館（☎025-523-8680）
水道水源保護審議会 令和７年２月 １人 ２年 年１回 ガス水道局計画調整課（☎025-522-5519）
地産地消推進会議 令和７年３月 １人 ２年 年２回 農政課（☎025-520-5747）
※開催日時は、基本的に平日の日中に２時間程度です（健康づくり推進協議会は夜間開催）。
※審議会などの委員に就くことのできる数は、１人５つまでとしています。

詳しくは
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有料広告 

　掲載できる人・団体や内容、申込方法など、詳しくは問い合わせるか市ホームページをご覧くだ 
さい。

●令和６年度「広報上越」、「市ホームページ」に掲載する広告
掲載媒体 広報上越 市ホームページ

作 成 部 数 な ど １号当たり7万6,600部 １カ月当たり約4万6,000件
（令和５年度のトップページ平均アクセス数）

掲 載 期 間 ５月号～令和７年４月号（１号単位） ４月～令和７年３月（月の初日から末日までの
１カ月単位）

広 告 枠 の 規 格
大きさ： 縦4.6cm×横8.4cm（２枠を１枠「縦4.6

㎝×横17.0㎝」として使用することも可）
印刷色：カラー（プロセス４色）

大きさ：縦50ピクセル×横150ピクセル
　　　　※データサイズは10KB以内
掲載色：フルカラー

募 集 広 告 枠 各号６枠（申込順） 各月７枠（申込順）

掲 載 料 2万8,050円/回 1万6,500円/月

申 込 期 限 掲載希望号の発行日のおおむね１カ月前
※ただし、５月号への掲載は４月１日㊊

掲載希望月の前月20日
（休日の場合は翌平日）
※ 月の途中からの掲載も可能ですが、その場合

も１カ月分の掲載料がかかります

申し込み・問合せ 広報対話課（☎025-520-5614）

●介護保険各種通知用封筒に掲載する広告

掲 載 媒 体 介護保険各種通知用封筒（洋形長３号）

作 成 予 定 枚 数 10万9,300枚

掲 載 期 間 ８月～おおむね１年間

広 告 枠 の 規 格 大きさ：縦６cm×横６cm
印刷色：黒１色

募 集 広 告 枠 ３枠（１団体または１個人につき１枠まで）

最 低 価 格 ４万円

募 集 期 間 ４月１日㊊～５月10日㊎（必着）

掲載者の決定方法 見積額の高い順から広告掲載枠数の範囲内で決定

申し込み・問合せ 高齢者支援課（☎025-520-5706）

詳しくは

詳しくは
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国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業者

事業承継・引継ぎに関する
個別相談会

要予約

産業政策課
（☎025-520-5729）

予　約
問合せ

４月22日㊊午後１時～５時・
市役所木田第二庁舎

と　き
ところ

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き
損
そん

、いじめなどの人権問題
の相談

特設人権相談所
予約不要

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

問合せ

４月20日㊏午前９時30分～
午後０時30分・市民プラザ

と　き
ところ

相談は電話、面談のどちらでも可
対認知症の人やその家族

認知症に関する相談
予約不要

新潟県認知症コールセンター
（☎025-281-2783）

問合せ

月～金曜日の午前９時～午後
５時（祝日を除く）・新潟ユ
ニゾンプラザ（新潟市中央区
上所）

と　き
ところ

税に関する相談

税務相談会
要予約

関東信越税理士会高田支部事
務局（☎025-523-6557）

予　約
問合せ

４月２日㊋、16日㊋、５月
７日㊋、いずれも午前10時
～正午・関東信越税理士会高
田支部（本町５）

と　き
ところ

対15歳～49歳の就労に悩む人や
その家族

上越地域若者サポート
ステーション出張相談会

要予約

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※予約は前日午後５時まで

予　約
問合せ

４月18日㊍午後２時～４時・
ハローワーク上越

と　き
ところ

対障害者手帳を持っているか診断
を受けている人で、就労を目指し
ている人

障害のある人の就労相談会
要予約

障がい者就業・生活支援センター
さくら（☎025-538-9087）

予　約
問合せ

４月18日㊍午前10時～正午・
福祉交流プラザ

と　き
ところ

電話相談は随時受け付け
時月・火・木・金曜日（祝日を除く）
の午前９時～正午、午後１時～４時

交通事故巡回相談
要予約

新潟県交通事故相談所
（☎025-280-5750）

予　約
問合せ

４月16日㊋午後１時～３時・
上越地域振興局

と　き
ところ

対中小企業者（１件30分程度）

弁護士による法律相談
要予約

大潟商工会
（☎025-534-3211）

予　約
問合せ

４月18日㊍午前10時～正午・
大潟商工会

と　き
ところ

対集団予防接種でＢ型肝炎になっ
た人とその家族（事前予約優先、
当日申し込みも可）

弁護士によるＢ型肝炎特措法
無料相談会

要予約

全国Ｂ型肝炎訴訟新潟事務所
（☎025-223-1130）

予　約
問合せ

４月13日㊏午後１時30分～
４時（受付は午後３時まで）・
市民プラザ

と　き
ところ

耐震改修、新築・増改築、修繕工事、
克雪住宅など住まいに関する相談

住宅相談会
要予約

上越市地域住宅相談所事務局
（☎025-525-7300）

予　約
問合せ

４月13日㊏午前10時～午後
４時・市民プラザ

と　き
ところ

各種無料相談
予約が必要な相談があります。
詳しくは、各問合せ先に問い合わせてください。

無
料
相
談



広報対話課から
（☎025－526－5111）
「広報上越５月号」は、４月23
日㊋・24日㊌に各町内会へお届
けし、各世帯にお配りします。
届かない世帯の人は、広報対話
課または、各総合事務所へご連
絡ください。

― 春を彩る桜・水芭蕉 ―

上越市「地域の宝」を紹介します

　上越市には、春の訪れを彩る草花が多くあります。皇室の慶事記念に植樹された桜や江戸
時代の船着き場跡と伝わる場所を彩る桜、低地に咲き誇る珍しい水

みず

芭
ば

蕉
しょう

など、さまざまな
「地域の宝」が大切に守り伝えられています。保存・活用に取り組む団体の皆さんの活動や
団体からのメッセージは、市ホームページで紹介しています。ぜひご覧ください。
※写真右下の番号は認定番号

滝寺水芭蕉群生地（金谷区）
滝寺まちづくり協議会

飯田川のさくら並木（高士区）
飯田町内会

米岡和みの八本桜（諏訪区）
米岡町内会

田
た
井
い
船着き場跡（板倉区）

田井町内会

青田川桜並木（高田区）
青田川を愛する会

7461

8879

106

市
の
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
、

災
害
情
報
な
ど
を
発
信
中
！

公式SNS
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１
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１

上越市ホームページアドレス https://www.city.joetsu.niigata.jp/
（古紙パルプ配合率70％再生紙を使用）

　表紙の撮影のため、ステンドグラスに朝日が差し
込むタイミングを狙って上越妙高駅に行きました。
天候や時間帯によりその表情を変えるさまを見て、
これが法子さんが話していた、制作したものと自然
の力による偶然性の芸術なのだな、と実感しました。
　美術館に行って柴田さんの作品「久比岐野十二
景」を観たら、ぜひそのモデルとなった場所を訪れ
てみてください。あなたの目には、その風景はどう
映るでしょうか。

表紙のことば ： 「故郷に残る想いと作品」上越市の人口・世帯数

89,619人
　  （-99人）

92,779人
　（-112人）女男

182,398人
　  （-211人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  67
246

 248
 280

＜人口増減内訳＞

77,386世帯（-12世帯）

令和６.３.１現在。（　）は前月との比較
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見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。



税目
納期限 市・県民税 固定資産税都市計画税

軽自動車税
（種別割）

国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料 介護保険料

国民年金
保険料

国税
（所得税） 県　税

４月30日㊋ １期
全期前納

＊
随時期 １期

２年前納
１年前納
上期前納

５月31日㊎ 全期
＊
随時期 ２期 ４月分

自動車税
（種別割）
定期

７月１日㊊ １期
全期前納 ３期 ５月分

７月31日㊌ ２期 １期
全期前納 １期 ４期 ６月分 予定納税

１期

９月２日㊊ ２期 ２期 ２期 ５期 ７月分 個人事業税
１期

９月30日㊊ ３期 ３期 ６期 ８月分

10月31日㊍ ３期 ４期 ４期 ７期 ９月分
下期前納

12月２日㊊ ５期 ５期 ８期 10月分 予定納税
２期

個人事業税
２期

１月６日㊊ ３期 ６期 ６期 ９期 11月分

１月31日㊎ ４期 ７期 ７期 10期 12月分

２月28日㊎ ４期 ８期 ８期 11期 １月分

３月17日㊊ 申告所得税

３月31日㊊ ９期 ９期 12期 ２月分

４月30日㊌ ３月分

令和６年度

年間の納期限をお知らせします

※後期高齢者医療保険料の随時期は、２月および３月に新規加入した人の支払い月です。

市税などの納期限

問合せ
【市税など】上越市役所（☎025-526-5111（代表））
　○市・県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税（種別割）について…税務課（☎025-520-5649）
　○国民健康保険税、後期高齢者医療保険料について…国保年金課（☎025-520-5714、☎025-520-5717）
　○介護保険料について…高齢者支援課（☎025-520-5706）
　○納税・納入の相談について…収納課（☎025-520-5654）
【国民年金保険料】上越年金事務所（☎025-524-4112）
【国税】高田税務署（☎025-523-4171（代表））
【県税】上越地域振興局県税部
　○自動車税（種別割）について…収税課（☎025-526-9311）
　○個人事業税について…課税課（☎025-526-9306）



こんなとき 必要な手続き 届け出に必要なもの
職場の健康保険を脱退したとき 加入の手続き ◦健康保険資格喪失連絡票

社会保険など職場の健康保険に加入したとき 脱退の手続き
◦国民健康保険被保険者証
◦職場から交付された保険証（全員分）
　または健康保険資格取得連絡票

国民健康保険に加入している人が、転出・転
入、転居するとき…住民登録の届け出のほか、
国民健康保険の届け出が必要です。

住所変更の
手続き

◦国民健康保険被保険者証
◦進学のために転出する場合は、国民健康保険
　被保険者証と在学証明書や学生証の写しなど

　届け出の際には、下記のほか世帯主と加入者本人のマイナンバーを確認できる書類、運転免許証など本
人確認ができるものをお持ちください。

●市税に関する証明の発行場所
　市役所木田第１庁舎の市税総合窓口、各総合事務所および南・北出張所
●請求に必要なもの
　・本人または同一世帯の親族の場合……窓口に来る人の本人確認ができるもの
　・代理人の場合……委任状および代理人の本人確認ができるもの
●マイナンバーカードによる所得・課税証明書のコンビニ交付
　�上越市で課税されており、コンビニ交付サービス利用日に上越市に住民登録がある人は、最新年
度の所得・課税証明書がコンビニエンスストア等で取得できます。
●証明の種類と料金など

種　類 主な用途 手数料

所得・課税証明書 被扶養者認定、年金請求、
助成金・補助金の申請など 個人、年度ごとに１件350円（コンビニ交付は300円）

納税証明書 金融機関からの借入など 納税義務者、税目、年度ごとに１件350円

資産証明書
名寄帳など 登記申請、内容確認など

所有者、年度ごとに土地・家屋・償却資産の別で各350円
（例）土地２筆、建物１棟のとき
　　350円×２種類＝700円

※�令和６年度（令和５年分）の所得証明書などの発行開始時期は、毎月の給料から天引きにより市
民税を納付している人（公的年金収入などがある人を除く）は５月15日㊌から、それ以外の人は
６月14日㊎からとなります。

※�市税を納めてから日を置かずに納税証明書を請求する場合に、納税を確認できない場合がありますので、
領収書をお持ちください。口座振替の場合は、引き落としが記帳された通帳をお持ちください。

〇納期内納付にご協力ください！
　�市税などは納期限までに必ず納付してください。納期限までに納付されなかった場合は、督促状が発送
され、督促手数料が加算されます。
〇便利な口座振替をご利用ください！
　�市税などをあらかじめ指定された口座から振り替える、便利な納付方法です。市内の金融機関（銀行、
農協、ゆうちょ銀行など）の窓口に口座振替する通帳と届出印を持参すると、簡単に手続きができます。
〇コンビニエンスストアやスマートフォン決済アプリで納付ができます！
　�市・県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税（種別割）、国民健康保険税、国民年金
保険料はコンビニエンスストアで納付できるほか、バーコードを読み取るスマートフォン決済も利用可
能です。対象アプリはPayPay、LINE�Payです。
〇二次元コード決済やクレジットカード決済で納付ができるようになりました！
　�市・県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税（種別割）、国民健康保険税の納付書に
二次元コードが記載されています。これを利用したスマートフォンなどによる二次元コード決済や専用
サイトでのクレジットカード決済が可能です。

　利用可能なサービスなど詳細は右の専用サイト
　または市ホームページをご覧ください。

国民健康保険の加入・脱退には届け出が必要です

市税などの納付について

市税に関する証明について

地方税お支払サイト
（利用者向けホームページ）
https://www.payment.eltax.lta.go.jp/pbuser

詳しくはこちら

その２

その３

その１


